井伏鱒二「兼行寺の池」本文推移一覧 : 自筆原稿から初出『新潮』本文へ by 前田, 貞昭
一
頁
井
伏
鱒
二
「
兼
行
寺
の
池
」
本
文
推
移
一
覧
―
自
筆
原
稿
か
ら
初
出
『
新
潮
』
本
文
へ―
前
田
貞
昭
は
じ
め
に
井
伏
鱒
二
「
兼
行
寺
の
池
」
は
、『
新
潮
』（
第
七
十
五
巻
第
一
号
～
第
五
号
、
一
九
七
八
年
一
月
～
五
月
）
に
五
回
に
亘
っ
て
連
載
さ
れ
、
連
載
か
ら
三
年
余
の
後
、『
海
揚
り
』
（
新
潮
社
、
一
九
八
一
年
十
月
）
に
初
め
て
収
録
さ
れ
た
井
伏
晩
年
の
中
篇
小
説
で
あ
る
。
井
伏
生
前
に
は
『
井
伏
鱒
二
自
選
全
集
』
第
四
巻
（
新
潮
社
、
一
九
八
六
年
一
月
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
先
般
、
自
筆
原
稿
を
所
蔵
す
る
ふ
く
や
ま
文
学
館
か
ら
、
初
出
『
新
潮
』
本
文
・
解
説
・
参
考
資
料
な
ど
を
附
し
て
、
自
筆
原
稿
の
複
製
が
モ
ノ
ク
ロ
写
真
版
の
か
た
ち
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
複
製
の
詳
細
を
、『
新
潮
』
初
出
時
の
標
題
な
ど
も
含
め
て
記
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
『
井
伏
鱒
二
著
「
兼
行
寺
の
池
」』（
前
編
）〈
ふ
く
や
ま
文
学
館
所
蔵
資
料
シ
リ
ー
ズ
『
福
山
の
文
学
』
第
十
一
集
〉（
ふ
く
や
ま
文
学
館
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
・
野
生
の
鴨―
兼
行
寺
の
池
（
１
）―
（『
新
潮
』
第
七
十
五
巻
第
一
号
、
一
九
七
八
年
一
月
）
・
母
屋
の
念
仏―
兼
行
寺
の
池
（
２
）―
（『
新
潮
』
第
七
十
五
巻
第
二
号
、
一
九
七
八
年
二
月
）
『
井
伏
鱒
二
著
「
兼
行
寺
の
池
」』（
後
編
）〈
ふ
く
や
ま
文
学
館
所
蔵
資
料
シ
リ
ー
ズ
『
福
山
の
文
学
』
第
十
二
集
〉（
ふ
く
や
ま
文
学
館
、
二
〇
一
〇
年
九
月
）
・
校
歌
と
踊―
兼
行
寺
の
池
（
３
）―
（『
新
潮
』
第
七
十
五
巻
第
三
号
、
一
九
七
八
年
三
月
）
・
兼
行
寺
の
池
（『
新
潮
』
第
七
十
五
巻
第
四
号
、
一
九
七
八
年
四
月
）
・
続
兼
行
寺
の
池
（『
新
潮
』
第
七
十
五
巻
第
五
号
、
一
九
七
八
年
五
月
）
こ
の
複
製
に
よ
っ
て
自
筆
原
稿
に
お
け
る
推
敲
の
様
子
が
推
察
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、
初
出
『
新
潮
』
と
対
校
す
れ
ば
著
者
校
正
の
在
り
よ
う
も
窺
え
る
。
ふ
く
や
ま
文
学
館
刊
『
井
伏
鱒
二
著
「
兼
行
寺
の
池
」』（
後
編
）
に
拙
稿
「「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」
を
掲
載
す
る
機
会
を
得
た
の
だ
が
、
自
筆
原
稿
と
初
出
誌
と
の
異
同
の
全
て
を
掲
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、
管
見
に
関
わ
る
事
例
を
挙
げ
る
に
留
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
欠
を
補
う
べ
く
、
こ
こ
に
は
、
自
筆
原
稿
と
初
出
『
新
潮
』
と
の
本
文
異
同
の
一
覧
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
頁
凡
例
一
、
ま
ず
、
出
現
順
に
、
初
出
『
新
潮
』
本
文
と
の
間
で
異
同
が
認
め
ら
れ
る
自
筆
原
稿
本
文
を
掲
げ
、
続
く
（
）
内
に
原
稿
用
紙
の
枡
目
に
お
け
る
所
在
を
掲
出
し
た
（
原
稿
用
紙
の
欄
外
に
記
さ
れ
た
挿
入
・
訂
正
は
、
そ
の
挿
入
・
訂
正
す
る
べ
き
該
当
の
原
稿
用
紙
の
位
置
と
し
た
）。
→
の
後
に
、
該
当
す
る
初
出
『
新
潮
』
本
文
と
頁
・
行
を
記
し
た
（『
新
潮
』
で
の
所
在
を
示
す
と
き
に
は
、
行
空
き
は
数
え
ず
、
二
段
組
の
頁
は
、
そ
れ
を
上
・
下
と
し
て
示
し
た
）。
丸
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
連
載
回
数
を
示
す
。
二
、
自
筆
原
稿
に
は
加
除
・
訂
正
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
最
終
的
な
か
た
ち
を
自
筆
原
稿
本
文
と
見
做
し
た
。
例
え
ば
、
連
載
第
一
回
自
筆
原
稿
１
枚
目
９
行
目
～
10
行
目
で
は
「
こ
の
組
合
」
→
「
こ
の
同
好
者
会
」
→
「
同
好
会
」
と
い
う
本
文
推
移
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
同
好
会
」
を
最
終
的
な
か
た
ち
と
見
做
し
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
初
出
『
新
潮
』
６
頁
６
行
目
に
は
「
同
好
会
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
筆
原
稿
と
『
新
潮
』
と
の
間
に
本
文
異
同
は
な
い
も
の
と
見
て
、
こ
の
本
文
推
移
一
覧
に
は
掲
出
し
て
い
な
い
。
三
、
自
筆
原
稿
は
、
概
ね
一
般
的
な
楷
書
体
に
基
づ
い
た
と
お
ぼ
し
い
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
行
書
体
・
草
書
体
と
見
做
せ
る
も
の
も
混
じ
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
活
字
に
精
確
に
反
映
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
自
筆
原
稿
に
お
い
て
は
、
拗
音
・
促
音
の
表
記
も
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、「
漢
字
字
体
・
字
形
の
異
同
」
及
び
「
拗
音
・
促
音
の
異
同
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
推
移
一
覧
か
ら
省
い
た
（
た
だ
し
、
判
断
の
わ
か
れ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
は
、「
漢
字
字
体
・
字
形
の
異
同
」
及
び
「
拗
音
・
促
音
の
異
同
」
と
重
複
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
も
こ
こ
に
掲
げ
た
）。
そ
の
た
め
、
こ
こ
に
掲
げ
た
自
筆
原
稿
本
文
は
、
そ
の
漢
字
字
体
・
字
形
や
拗
音
・
促
音
の
表
記
を
必
ず
し
も
精
確
に
写
し
て
は
い
な
い
。以
下
に
こ
こ
に
掲
出
し
な
か
っ
た
推
移
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
つ
つ
説
明
を
加
え
て
お
く
。
・
自
筆
原
稿
に
は
「
舘
」「
總
」「
咏
」「
戰
」「
壯
」
と
あ
る
が
、『
新
潮
』
で
は
「
館
」
「
総
」「
詠
」「
戦
」「
壮
」
と
さ
れ
る
な
ど
、
異
体
字
の
関
係
に
あ
る
も
の
（
当
用
漢
字
字
体
表
を
基
準
と
す
る
旧
字
体
・
新
字
体
の
関
係
に
あ
る
も
を
含
む
）。
・
自
筆
原
稿
に
は
「
喜
」
の
草
書
体
と
し
て
構
成
要
素
「
七
」
を
三
つ
重
ね
る
か
た
ち
で
書
か
れ
て
い
て
明
朝
体
活
字
の
そ
れ
と
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
が
、
自
筆
原
稿
の
か
た
ち
が
『
新
潮
』
の
草
書
体
あ
る
い
は
行
書
体
・
楷
書
体
と
見
做
せ
る
も
の
。
・
自
筆
原
稿
に
は「
才
」（
年
齢
に
数
え
る
際
に
添
え
る
助
数
詞
に
限
る
）と
あ
る
が
、
『
新
潮
』
で
は
「
歳
」
と
さ
れ
る
な
ど
、
手
書
き
で
は
別
字
を
書
く
こ
と
が
慣
習
化
し
て
い
る
も
の
。
・「
ボ
ス
ト
ン
バ
ツ
グ
」
と
「
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
」
な
ど
の
よ
う
な
、
促
音
表
記
の
異
同
。
・「
ペ
ン
シ
ヨ
ン
」
と
「
ペ
ン
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
よ
う
な
、
拗
音
表
記
の
異
同
。
四
、
異
同
箇
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
推
移
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
適
宜
、
傍
線
を
施
し
、
あ
る
い
は
、「
＜」
印
を
入
れ
た
が
、
必
ず
し
も
統
一
的
基
準
に
は
拠
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
複
数
の
要
因
に
よ
っ
て
異
同
が
生
じ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
箇
所
（
本
文
が
変
更
さ
れ
た
上
、
ル
ビ
が
附
さ
れ
た
場
合
な
ど
）
に
は
二
重
傍
線
を
施
し
た
。
五
、
□
は
一
字
分
の
空
白
を
示
し
、
／
は
改
行
を
示
す
。
六
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
に
な
く
、
前
田
が
加
え
た
注
記
な
ど
は
〔
〕
で
括
っ
て
示
し
た
。
三
頁
【
連
載
第
一
回
】
●
兼
行
寺
の
池
（
①
１
枚
目
３
行
目
）
→―
兼
行
寺
の
池
（
１
）（
①
６
頁
２
行
目
）
●
団
体
旅
行
で
は
（
①
１
枚
目
７
行
目
）
→
団
体
旅
行
で
＜（
①
６
頁
５
行
目
）
●
少
し
南
の
方
に
（
①
１
枚
目
行
目
）
→
少
し
南
に
行
つ
た
山
間
に
（
①
６
頁
８
行
目
）
や
ま
あ
ひ
11
●
規
則
に
よ
る
と
、
組
会
員
は
旅
先
で
は
（
①
１
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
規
則
に
よ
16
17
る
と
、
組
合
員
は
旅
先
で
は
（
①
６
頁
行
目
）
メ
ン
バ
ー
10
●
一
ダ
ー
ス
（
①
２
枚
目
７
行
目
）
→
（
①
６
頁
行
目
）
三
ダ
ー
ス
15
●
土
産
物
と
し
て
纏
め
て
小
包
で
送
つ
た
（
①
２
枚
目
８
行
目
～
９
行
目
）
→
土
産
物
と
し
て
纏
め
て
小
荷
物
で
送
つ
た
（
①
７
頁
上
１
行
目
～
２
行
目
）
●
燕
市
か
ら
ち
よ
つ
と
行
つ
た
と
こ
ろ
の
町
に
（
①
２
枚
目
９
行
目
）
→
燕
市
か
ら
ち
よ
つ
と
先
に
寄
つ
た
町
に
（
①
７
頁
上
２
行
目
～
３
行
目
）
●
私
が
鼎
村
の
兼
行
寺
に
行
つ
て
く
れ
と
云
つ
た
の
で
、（
①
２
枚
目
行
目
～
行
目
）
18
19
→
＜鼎
村
の
兼
行
寺
に
行
つ
て
く
れ
と
云
つ
た
の
で
＜（
①
７
頁
上
行
目
～
行
目
）
10
11
●
お
詣
し
て
行
き
ま
す
か
」
と
云
つ
た
。（
①
３
枚
目
８
行
目
～
９
行
目
）
→
お
詣
し
て
行
き
ま
す
か
」
＜（
①
７
頁
上
行
目
）
20
●
「
さ
う
か
な
あ
。
や
つ
ぱ
り
茫
々
と
草
が
い
つ
ぱ
い
だ
が
、
ね
え
、（
①
３
枚
目
行
目
10
～
行
目
）→「
さ
う
か
な
あ
。や
つ
ぱ
り
草
が
茫
々
と
い
つ
ぱ
い
だ
か
ら
ね
え
、（
①
11
７
頁
上
行
目
～
行
目
）
21
22
●
一
度
に
ど
つ
と
長
く
育
つ
て
（
①
３
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
一
度
に
ど
つ
と
は
び
15
16
こ
つ
て
（
①
７
頁
下
４
行
目
）
●
墓
地
の
＜草
は
（
①
３
枚
目
行
目
）
→
墓
地
の
雑
草
は
（
①
７
頁
下
５
行
目
～
６
行
17
目
）
●
米
山
さ
ん
が
だ
ん
だ
ん
見
え
な
く
な
つ
て
行
く
と
、（
①
３
枚
目
行
目
～
４
枚
目
１
行
20
目
）
→
米
山
さ
ん
が
だ
ん
だ
ん
見
え
な
く
な
つ
て
来
る
と
、（
①
７
頁
下
８
行
目
～
９
行
目
）
●
ま
こ
と
に
無
慈
悲
な
お
上
だ
と
＜恨
め
し
く
思
ふ
（
①
４
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
11
12
ま
こ
と
に
無
慈
悲
な
お
上
だ
と
、
恨
め
し
く
思
ふ
（
①
７
頁
下
行
目
～
行
目
）
17
18
●
和
尚
の
そ
の
手
紙
は
、
詠
嘆
的
な
調
子
で
綴
ら
れ
て
ゐ
た
。（
①
４
枚
目
行
目
～
行
14
16
目
）
→
和
尚
の
そ
の
手
紙
は
、
咏
嘆
的
な
調
子
で
綴
ら
れ
て
ゐ
る
。（
①
７
頁
下
行19
目
）
●
拙
僧
が
大
酒
飲
み
で
あ
つ
つ
た
故
を
も
つ
て
（
①
４
枚
目
行
目
～
５
枚
目
１
行
目
）
20
→
拙
僧
が
大
酒
飲
み
で
あ
＜つ
た
故
を
も
つ
て
（
①
７
頁
下
行
目
～
８
頁
上
１
行
22
目
）
●
何
と
も
は
や
＜、
申
す
こ
と
も
こ
れ
な
く―
」
と
い
ふ
や
う
な
文
体
で
あ
つ
た
。（
①
５
枚
目
３
行
目
～
４
行
目
）。
→
何
と
も
は
や
汗
顔
至
極
、
申
す
言
葉
も
こ
れ
な
く
…
…
」（
①
８
頁
上
２
行
目
～
３
行
目
）
●
〔
一
行
空
き
〕（
①
５
枚
目
５
行
目
）
→
（
二
）（
①
８
頁
上
４
行
目
）
●
そ
の
三
つ
辻
の
道
ば
た
に
＜「
八
十
八
箇
所
霊
場
之
地
」（
①
５
枚
目
７
行
目
～
８
行
目
）
→
そ
の
三
つ
辻
の
道
ば
た
に
、「
八
十
八
箇
所
霊
場
之
地
」（
８
頁
上
６
行
目
）
●
観
音
さ
ん
の
石
像
（
①
５
枚
目
９
行
目
～
行
目
）
→
観
音
さ
ま
の
石
像
（
①
８
頁
上
10
７
行
目
～
８
行
目
）
●
家
の
な
か
を
行
つ
た
り
来
た
＜し
て
、（
①
６
枚
目
４
行
目
）
→
家
の
な
か
を
行
つ
た
り
来
た
り
し
て
、（
①
８
頁
上
行
目
～
下
１
行
目
）
21
●
「
こ
れ
は
こ
れ
は
、
暑
ッ
ち
や
と
こ
＜ど
う
も
」
と
私
に
頭
を
下
げ
た
。（
①
６
枚
目
あ
11
行
目
）
→
「
こ
れ
は
こ
れ
は
、
暑
ッ
ち
や
と
こ
、
ど
う
も
」
と
＜頭
を
下
げ
た
。（
①
あ
８
頁
下
６
行
目
）
●
こ
の
ご
ろ
、
ど
こ
の
田
舎
で
も
、（
①
６
枚
目
行
目
）
→
こ
の
ご
ろ
は
ど
こ
の
田
舎
で
11
も
、（
①
８
頁
下
７
行
目
）
四
頁
●
奧
の
村
へ
＜念
仏
行
か
れ
た
が
ね
え
。（
①
６
枚
目
行
目
～
行
目
）→
奧
の
村
へ
法
要
い
ね
ん
ぶ
つ
13
14
で
行
か
れ
た
が
ね
え
。（
①
８
頁
下
行
目
～
行
目
）
い
12
13
●
「
松
田
松
太
郎
民
宿
屋
」（
①
６
枚
目
行
目
）
→
「
松
田
松
五
郎
民
宿
屋
」（
①
８
頁
20
下
行
目
～
行
目
）
18
19
●
ペ
ン
シ
ョ
ン
と
呼
ん
で
ゐ
る
＜と
そ
の
お
客
が
教
へ
て
く
れ
た
さ
う
だ
。（
①
７
枚
目
５
行
目
～
６
行
目
）
→
ペ
ン
シ
ョ
ン
と
呼
ん
で
ゐ
る
、
と
そ
の
お
客
が
教
へ
て
く
れ
た
さ
う
だ
。（
①
９
頁
上
２
行
目
～
３
行
目
）
●
宿
泊
費
は
前
金
払
ひ
で
あ
つ
た
。（
①
７
枚
目
７
行
目
）→
宿
泊
費
は
前
金
払
ひ
で
あ
る
。
（
①
９
頁
上
４
行
目
）
●
相
当
の
も
の
で
す
ね
。
設
計
は
御
隠
居
で
す
か
」（
①
８
枚
目
７
行
目
～
８
行
目
）
→
相
当
な
も
の
で
す
ね
。
御
隠
居
の
設
計
で
す
か
」（
①
９
頁
下
１
行
目
～
２
行
目
）
●
工
事
の
い
つ
さ
い
は
、（
①
８
枚
目
行
目
）
→
工
事
の
諸
事
万
端
、（
①
９
頁
下
４
行
10
目
）
●
新
潟
の
土
木
業
者
＜の
間
の
契
約
で
、（
①
８
枚
目
行
目
）
→
新
潟
の
土
木
業
者
と
の
11
間
で
話
が
進
め
ら
れ
、（
①
９
頁
下
５
行
目
）
●
ま
る
で
チ
ン
ド
ン
屋
の
や
う
に
、
憶
面
も
な
く
（
①
８
枚
目
行
目
）
→
ま
る
で
チ
ン
12
ド
ン
屋
の
や
う
な
、
臆
面
も
な
く
（
①
９
頁
下
６
行
目
～
７
行
目
）
●
手
紙
に
は
、「
例
の
松
田
松
太
郎
氏
方
の
（
①
８
枚
目
行
目
）
→
手
紙
に
＜、「
例
の
16
松
田
松
五
郎
氏
方
の
（
①
９
頁
下
８
行
目
～
９
行
目
）
●
和
尚
さ
ん
の
手
紙
に
は
、
更
ら
に
（
①
９
枚
目
７
行
目
）
→
和
尚
さ
ん
の
手
紙
に
は
、
更
＜に
（
①
９
頁
下
行
目
）
19
●
当
節
＜、（
①
９
枚
目
９
行
目
）
→
当
節
に
於
て
は
、（
①
９
頁
下
行
目
）
20
●
母
屋
の
婿
さ
ん
と
（
現
在
、
歴
乎
と
し
た
戸
主
で
あ
り
ま
す
が
）
こ
の
人
と
東
京
の
お
客
さ
ん
（
①
９
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
母
屋
の
婿
さ
ん
＜（
現
在
、
歴
乎
と
し
10
12
た
戸
主
で
あ
り
ま
す
が
）
＜と
東
京
の
お
客
さ
ん
（
①
９
頁
下
行
目
～
行
目
）
21
22
●
琉
黄
島
（
①
９
枚
目
行
目
）
→
硫
黄
島
（
①
頁
上
３
行
目
）〔「
硫
黄
島
」（
②
枚
16
10
19
目
４
行
目
）
→
「
硫
黄
島
」（
②
頁
下
５
行
目
）
の
例
も
あ
る
〕
166
●
「
松
田
松
太
郎
方
の
、
金
爺
さ
ん
に
金
婆
さ
ん
」
と
村
で
（
①
９
枚
目
行
目
）
→
『
松
18
田
松
五
郎
方
の
、
金
爺
さ
ん
に
金
婆
さ
ん
』
と
、
村
人
た
ち
に
（
①
頁
上
５
行
目
10
～
６
行
目
）
●
＜兼
行
寺
は
多
忙
を
（
①
枚
目
５
行
目
）
→
当
日
の
兼
行
寺
は
多
忙
を
（
①
頁
上
10
10
行
目
）
14
●
＜お
互
に
年
齢
を
訊
い
た
り
し
て
、（
①
枚
目
９
行
目
～
行
目
）
→
呑
助
同
士
、
お
10
10
互
に
年
齢
を
訊
い
た
り
し
て
、（
①
頁
上
行
目
～
行
目
）
10
17
18
●
口
車
に
乗
せ
ら
れ
た
や
う
な
風
を
し
て
＜本
当
に
（
①
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
11
12
13
口
車
に
乗
せ
ら
れ
た
や
う
な
風
を
し
て
、
本
当
に
（
①
頁
下
行
目
～
行
目
）
10
15
16
●
私
は
爺
さ
ん
の
方
言
と
（
①
枚
目
行
目
）
→
＜爺
さ
ん
の
方
言
と
（
①
頁
下
11
19
10
20
行
目
）
●
明
日
の
念
仏
の
仕
度
は
（
①
枚
目
１
行
目
）
→
明
日
の
法
事
の
仕
度
は
（
①
頁
上
あ
し
あ
し
た
ね
ん
ぶ
つ
12
11
３
行
目
）
●
こ
れ
は
＜金
と
時
間
の
か
か
る
「
永
い
法
事
」（
①
枚
目
４
行
目
）
→
こ
れ
は
、
金
と
12
時
間
の
か
か
る
「
永
い
法
事
」（
①
頁
上
６
行
目
～
７
行
目
）
11
●
和
尚
さ
ん
の
で
か
け
＜ゐ
る
法
事
も
、（
①
枚
目
８
行
目
）
→
和
尚
さ
ん
の
で
か
け
て
12
ゐ
る
法
事
も
、（
①
頁
上
９
行
目
～
行
目
）
11
10
●
こ
の
松
田
松
太
郎
の
家
か
ら
（
①
枚
目
行
目
）→
こ
の
松
田
松
五
郎
の
家
か
ら
（
①
12
13
頁
上
行
目
）
11
13
●
太
鼓
の
音
が
大
き
く
聞
え
る
さ
う
だ
。（
①
枚
目
行
目
）
→
太
鼓
の
音
が
大
き
く
聞
12
16
え
て
来
る
。（
①
頁
上
行
目
～
行
目
）
11
15
16
五
頁
●
心
を
入
れ
代
へ
た
と
云
つ
て
、
毎
朝
四
時
か
ら
勤
行
に
取
り
か
か
る
。
本
堂
の
戸
を
明
け
払
ひ
、（
①
枚
目
１
行
目
～
２
行
目
）
→
心
を
入
れ
代
へ
＜て
、
勤
行
に
取
り
か
13
か
る
や
う
に
な
つ
た
。
毎
朝
四
時
に
本
堂
の
戸
を
明
け
払
ひ
＜（
①
頁
上
行
目
11
19
～
行
目
）
20
●
弥
彌
壇
（
①
枚
目
２
行
目
）
→
須
弥
壇
（
①
頁
上
行
目
）
し
ゆ
み
だ
ん
し
ゆ
み
だ
ん
13
11
21
●
（
私
が
旅
行
か
ら
帰
つ
て
、
和
尚
さ
ん
の
よ
こ
し
た
手
紙
に
よ
る
と
、（
①
枚
目
４
行
13
目
～
５
行
目
）
→
（
＜手
紙
に
よ
る
と
、（
①
頁
下
１
行
目
）
11
●
自
分
の
た
め
に
叩
く
の
で
あ
り
ま
す
。
＜（
①
枚
目
８
行
目
）
→
自
分
の
た
め
に
叩
13
く
の
で
あ
り
ま
す
。
拙
僧
自
身
の
た
め
に
叩
く
の
で
あ
り
ま
す
。（
①
頁
下
４
行
目
11
～
５
行
目
）
●
心
に
罣
礙
な
し
（
①
枚
目
行
目
）
→
心
に
罣
礙
な
し
（
①
頁
下
⑦
行
目
）
け
い
げ
13
10
11
●
転
ぶ
の
で
あ
り
ま
す
』（
①
枚
目
行
目
）
→
転
ぶ
の
で
あ
り
ま
す
」（
①
頁
下
13
12
11
10
行
目
）
●
和
尚
さ
ん
の
連
合
は
（
①
枚
目
行
目
）
→
和
尚
さ
ん
の
連
合
は
（
①
頁
下
行
つ
れ
あ
ひ
13
16
11
12
目
）
●
勇
猛
精
進
と
い
ふ
も
の
だ
。（
①
枚
目
９
行
目
）
→
勇
猛
精
進
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
14
（
①
頁
上
２
行
目
）
12
●
役
を
買
つ
て
出
た
も
の
と
思
は
れ
る
。（
①
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
役
を
買
つ
て
14
12
13
出
た
＜と
思
は
れ
る
。（
①
頁
上
５
行
目
）
12
●
東
京
へ
帰
る
ん
だ
つ
て
＜。
新
し
い
墨
染
の
衣
を
着
た
若
い
尼
さ
ん
は
、
傍
目
に
＜す
が
す
が
し
い
も
ん
だ
の
う
」（
①
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
東
京
へ
帰
る
ん
だ
つ
て
14
14
15
よ
。
新
し
い
墨
染
の
衣
を
着
た
若
い
尼
さ
ん
は
、
傍
目
に
、
す
が
す
が
し
い
も
ん
だ
の
＜」（
①
頁
上
６
行
目
～
８
行
目
）
12
●
〔
一
行
空
き
〕（
①
枚
目
行
目
）
→
（
三
）（
①
頁
上
９
行
目
）
14
16
12
●
明
日
の
参
集
者
一
同
に
配
る
も
の
と
見
え
た
。（
①
枚
目
６
行
目
）
→
明
日
の
参
集
者
15
一
同
に
配
る
次
第
書
で
あ
る
。（
①
頁
上
行
目
）
12
19
●
＜塔
婆
（
①
枚
目
８
行
目
）
→
卒
塔
婆
（
①
頁
上
行
目
）
15
12
20
●
十
一
時
半
に
経
り
、（
①
枚
目
９
行
目
）
→
十
一
時
半
に
終
り
、（
①
頁
上
行
目
）
15
12
21
●
お
斎
で
（
①
枚
目
行
目
）
→
お
斎
で
（
①
頁
下
２
行
目
）
と
ぎ
と
き
15
10
12
●
＜塔
婆
米
（
①
枚
目
行
目
）
→
卒
塔
婆
米
（
①
頁
下
５
行
目
）
15
13
12
●
橋
本
屋
の
念
仏
（
①
枚
目
行
目
）
→
橋
本
屋
の
法
事
（
①
頁
下
行
目
）
ね
ん
ぶ
つ
15
19
12
10
●
＜扶
助
料
は
貰
へ
な
い
。（
①
枚
目
４
行
目
）
→
お
上
の
扶
助
料
は
貰
へ
な
い
。（
①
16
頁
行
目
）
12
15
●
「
う
ん
、
だ
す
け
。
そ
れ
で
ホ
ト
ケ
も
（
①
枚
目
９
行
目
）
→
「
う
ん
、
だ
す
け
、
16
そ
れ
で
ホ
ト
ケ
も
（
①
頁
下
行
目
）
12
19
●
先
々
月
の
末
あ
た
り
（
①
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
一
昨
年
の
秋
、（
①
頁
上
５
16
19
20
13
行
目
）
●
手
紙
に
＜云
つ
て
あ
つ
た
。（
①
枚
目
行
目
）
→
手
紙
に
次
の
や
う
に
云
つ
て
あ
つ
16
20
た
。（
①
頁
上
５
行
目
～
６
行
目
）
13
●
黄
味
と
青
菜
を
（
①
枚
目
８
行
目
～
９
行
目
）
→
黄
身
と
青
菜
を
（
①
頁
上
行
17
13
13
目
）
●
二
階
の
窓
か
ら
這
入
つ
＜来
た
青
大
将
（
①
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
二
階
の
窓
17
13
14
か
ら
這
入
つ
て
来
た
青
大
将
（
①
頁
上
行
目
）
13
17
●
柴
犬
に
襲
は
れ
＜、（
①
枚
目
行
目
）
→
柴
犬
に
襲
は
れ
て
、（
①
頁
上
行
目
17
16
13
19
～
行
目
）
20
●
最
近
村
内
に
お
目
見
え
し
た
（
①
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
＜村
内
に
お
目
見
え
18
10
11
し
た
（
①
頁
下
行
目
）
13
10
●
鼎
村
ペ
ン
シ
ヨ
ン
第
一
号
館
で
あ
つ
た
。（
①
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
鼎
村
ペ
ン
18
12
13
六
頁
シ
ョ
ン
第
一
号
館
で
あ
る
。（
①
頁
下
行
目
）
13
12
●
念
仏
と
云
つ
て
ゐ
る
さ
う
だ
。（
①
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
念
仏
と
云
つ
て
ゐ
る
18
15
16
＜。（
①
頁
下
行
目
）
13
14
●
我
が
意
を
得
た
と
い
ふ
や
う
な
気
持
（
①
枚
目
行
目
）
→
我
が
意
を
得
た
＜や
う
18
17
な
気
持
（
①
頁
下
行
目
）
13
15
【
連
載
第
二
回
】
●―
兼
行
寺
の
池
（
二
）（
②
１
枚
目
４
行
目
）
→―
兼
行
寺
の
池
（
２
）（
②
頁159
２
行
目
）
●
真
赤
な
パ
ン
ツ
（
②
２
枚
目
８
行
目
）
→
真
紅
の
パ
ン
ツ
（
②
頁
上
３
行
目
）
160
●
す
ぐ
そ
れ
に
接
し
て
ゐ
る
鐘
楼
（
②
２
枚
目
５
行
目
）
→
そ
れ
に
す
ぐ
接
し
て
ゐ
る
鐘
楼
（
②
頁
上
８
行
目
）
160
●
墓
地
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、（
②
２
枚
目
行
目
）
→
墓
地
に
な
つ
て
、（
②
頁
上
９
行
16
160
目
～
行
目
）
10
●
背
中
に
載
せ
た
て
睡
つ
て
ゐ
た
。（
②
３
枚
目
行
目
）
→
背
中
に
載
せ
＜て
睡
つ
て
ゐ
11
た
。（
②
頁
上
行
目
～
行
目
）
160
21
22
●
つ
つ
じ
、
山
桜
、
み
ず
の
木
、
辛
夷
、
孟
宗
竹
な
ど
、
雑
木
山
に
な
つ
て
ゐ
る
傾
斜
地
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残
つ
て
ゐ
る
。（
②
３
枚
目
行
目
～
４
枚
目
１
行
目
）
→
雑
木
19
山
に
な
つ
て
ゐ
る
傾
斜
地
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
つ
つ
じ
、
山
桜
、
み
づ
の
木
、
辛
夷
、
孟
宗
竹
な
ど
が
残
つ
て
ゐ
る
。（
②
頁
下
５
行
目
～
６
行
目
）
160
●
大
き
な
赤
松
が
二
本
生
え
て
＜ゐ
る
。（
②
４
枚
目
１
行
目
～
２
行
目
）
→
大
き
な
赤
松
が
二
本
生
え
て
、
守
護
石
の
や
う
な
貫
録
を
見
せ
て
ゐ
る
。（
②
頁
下
７
行
目
～
８
160
行
目
）
●
池
に
水
蓮
が
咲
き
、（
②
４
枚
目
８
行
目
）
→
池
に
睡
蓮
が
咲
き
、（
②
頁
下
行
目
）
160
13
●
お
茶
に
牛
乳
い
か
が
で
す
。（
②
４
枚
目
行
目
）
→
三
時
の
お
茶
で
、
牛
乳
い
か
が
で
15
す
。（
②
頁
下
行
目
～
行
目
）
160
19
20
●
私
も
飲
む
こ
と
に
し
た
。
＜鴨
も
家
鴨
も
睡
り
つ
づ
け
て
ゐ
た
。（
②
４
枚
目
行
目
）
16
→
私
も
飲
む
こ
と
に
し
た
。
／
鴨
も
家
鴨
も
睡
り
つ
づ
け
て
ゐ
た
。（
②
頁
下
行
160
21
目
～
行
目
）
22
●
問
は
ず
語
り
で
云
ふ
ぢ
や
な
け
れ
ど
も
、（
②
５
枚
目
１
行
目
）
→
問
は
ず
語
り
で
云
ふ
で
な
け
れ
ど
も
、（
②
頁
上
４
行
目
）
161
●
今
ど
き
、
二
万
円
で
や
つ
て
ゐ
る
寺
は
、（
②
５
枚
目
３
行
目
）
→
今
ど
き
＜二
万
円
で
や
つ
て
ゐ
る
寺
は
、（
②
頁
上
５
行
目
～
６
行
目
）
161
●
あ
ん
ま
り
な
い
が
の
。（
②
５
枚
目
４
行
目
）
→
あ
ん
ま
り
な
か
ら
う
が
の
。（
②
頁161
上
６
行
目
）
●
た
い
て
え
居
士
＜大
姉
に
な
つ
て
る
よ
」（
②
５
枚
目
５
行
目
～
６
行
目
）
→
た
い
て
え
居
士
、
大
姉
に
な
つ
て
る
よ
」（
②
頁
上
７
行
目
）
161
●
拾
万
円
也
は
二
柱
一
緒
の
と
き
＜、
一
柱
の
と
き
は
（
②
５
枚
目
行
目
）
→
拾
万
円
11
也
は
二
柱
一
緒
の
と
き
で
、
一
柱
の
と
き
は
（
②
頁
上
行
目
～
行
目
）
161
11
12
●
御
本
尊
料
と
一
緒
に
し
て
」（
②
５
枚
目
行
目
）
→
御
本
尊
料
と
御
一
緒
だ
で
」（
②
15
頁
上
行
目
）
161
15
●
目
を
さ
ま
し
て
、
＜水
に
つ
か
つ
た
。（
②
６
枚
目
１
行
目
）
→
目
を
さ
ま
し
て
、
や
つ
と
水
に
つ
か
つ
た
。（
②
頁
上
行
目
）
161
20
●
掘
起
し
て
行
く
土
を
嘴
で
追
ひ
す
が
つ
た
。（
②
６
枚
目
７
行
目
）
→
掘
起
し
て
行
く
土
に
嘴
で
追
ひ
す
が
つ
た
。（
②
頁
下
２
行
目
～
３
行
目
）
161
●
「
晩
は
、
土
間
へ
入
れ
て
や
ら
ざ
な
ん
ね
」
と
＜云
つ
た
。（
②
６
枚
目
行
目
～
行
17
18
目
）
→
「
晩
は
、
土
間
へ
入
れ
て
や
ら
ざ
な
ん
ね
」
と
嬉
し
げ
に
云
つ
た
。（
②
頁161
下
行
目
）
12
七
頁
●
白
い
二
羽
の
家
鴨
は
、（
②
７
枚
目
１
行
目
）
→
二
羽
の
白
い
家
鴨
は
、（
②
頁
下
161
15
行
目
）
●
窓
も
椽
側
＜も
ア
ル
ミ
サ
ツ
シ
で
（
②
８
枚
目
６
行
目
～
７
行
目
）
→
窓
も
椽
側
に
も
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を
入
れ
て
（
②
頁
上
行
目
）
162
17
●
「
＜だ
す
け
、
ロ
ー
ン
が
当
る
（
②
８
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
「
う
ん
だ
す
け
、
17
18
ロ
ー
ン
が
当
る
（
②
頁
下
５
行
目
）
162
●
と
爺
さ
ん
は
云
つ
て
ゐ
た
。（
②
８
枚
目
行
目
）
→
と
爺
さ
ん
が
云
つ
て
ゐ
た
。（
②
19
頁
下
６
行
目
）
162
●
長
つ
細
い
庭
で
、（
②
９
枚
目
７
行
目
）
→
長
つ
細
い
庭
に
、（
②
頁
下
行
目
～
162
12
13
行
目
）
●
毎
年
新
＜盆
の
頃
に
会
つ
て
ゐ
る
。（
②
９
枚
目
行
目
）
→
毎
年
新
の
盆
の
頃
に
会
つ
14
て
ゐ
る
。（
②
頁
下
行
目
～
行
目
）
162
17
18
●
指
適
し
て
来
て
、（
②
９
枚
目
行
目
）
→
指
摘
し
て
来
て
、
②
頁
下
行
目
）
17
162
20
●
そ
れ
が
毎
年
新
＜盆
の
頃
の
例
に
な
つ
て
ゐ
た
が
、（
②
枚
目
６
行
目
～
７
行
目
）
→
10
そ
れ
が
毎
年
新
の
盆
の
頃
の
例
に
な
つ
て
ゐ
た
が
、（
②
頁
上
５
行
目
）
163
●
肝
臓
を
痛
ん
で
か
ら
は
（
②
枚
目
９
行
目
）
→
肝
臓
を
病
ん
で
か
ら
は
（
②
頁
上
10
163
５
行
目
～
６
行
目
）
●
正
直
一
途
に
働
ら
い
て
ゐ
て
も
（
②
枚
目
行
目
）
→
正
直
一
途
に
働
＜い
て
ゐ
て
10
12
も
（
②
頁
上
行
目
）
163
10
●
私
は
和
尚
の
挨
拶
の
仕
方
を
（
②
枚
目
行
目
）→
私
は
和
尚
に
挨
拶
の
仕
方
を
（
②
10
16
頁
上
行
目
）
163
13
●
ま
つ
す
ぐ
＜御
本
尊
の
（
②
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
ま
つ
す
ぐ
に
御
本
尊
の
（
②
11
10
11
頁
下
４
行
目
）
163
●
祭
壇
は
生
花
と
菓
物
で
（
②
枚
目
６
行
目
～
７
行
目
）→
祭
壇
は
生
花
と
果
物
で
（
②
12
頁
下
行
目
）
163
19
●
云
ひ
ず
ら
え
で
の
う
。（
②
枚
目
３
行
目
～
４
行
目
）
→
云
ひ
づ
ら
え
で
の
う
。（
②
13
頁
上
行
目
）
161
15
●
真
言
の
宗
の
お
経
は
（
②
枚
目
行
目
）
→
真
言
＜宗
の
お
経
は
（
②
頁
下
３
行
13
17
164
目
）
●
金
の
か
か
る
長
い
法
事
の
と
き
に
は
、（
②
枚
目
行
目
）
→
金
の
か
か
る
永
い
法
事
14
11
で
し
た
の
で
、（
②
頁
下
行
目
）
164
13
●
読
む
の
で
あ
り
ま
す
。（
②
枚
目
行
目
～
行
目
）→
読
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。（
②
14
14
15
頁
下
行
目
）
164
16
●
絶
句
す
＜や
う
で
は
、（
②
枚
目
行
目
）
→
絶
句
す
る
や
う
で
は
、（
②
頁
上
９
15
12
165
行
目
）
●
朝
日
新
聞
に
戦
争
の
歌
が
載
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
戦
争
の
□
わ
た
し
は
そ
れ
を
備
忘
録
に
（
②
枚
目
４
行
目
～
５
行
目
）
→
朝
日
新
聞
に
戦
争
の
歌
が
載
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
16
＜わ
た
し
は
そ
れ
を
備
忘
録
に
（
②
頁
上
行
目
～
行
目
）
165
20
22
●
＜昔
の
防
人
の
母
が
（
②
枚
目
行
目
）
→
万
葉
集
に
あ
る
昔
の
防
人
の
母
が
（
②
さ
き
も
り
さ
き
も
り
16
13
頁
下
６
行
目
）
165
●
皆
さ
ん
、
わ
か
り
ま
す
か
ね
え
。（
②
枚
目
３
行
目
）
→
皆
さ
ん
、
わ
か
り
ま
す
＜ね
17
＜。（
②
頁
下
行
目
）
165
15
●「
―
今
日
の
ホ
ト
ケ
さ
ん
は
、（
②
枚
目
行
目
）→「―
今
日
の
ホ
ト
ケ
さ
ん
は
、
17
12
（
②
頁
上
１
行
目
）
166
●
軍
国
と
い
ふ
国
是
の
も
と
に
（
②
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
八
紘
一
宇
と
い
ふ
国
17
12
13
是
の
も
と
に
（
②
頁
上
１
行
目
）
166
●
参
集
の
善
男
善
＜（
②
枚
目
４
行
目
）→
参
集
の
善
男
善
女
（
②
頁
上
行
目
）〔
自
18
166
11
筆
原
稿
に
は
黒
鉛
筆
で
「
女
？
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
〕
八
頁
●
和
尚
熱
演
し
て
ゐ
る
＜と
私
は
思
つ
た
。（
②
頁
４
行
目
）
→
和
尚
熱
演
し
て
ゐ
る
な
18
と
私
は
思
つ
た
。（
②
頁
上
行
目
～
行
目
）
166
11
12
●
頑
張
つ
て
来
ら
れ
た
＜爺
ち
や
ん
婆
ち
や
ん
（
②
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
頑
張
18
19
20
つ
て
来
ら
れ
た
当
家
の
爺
ち
や
ん
婆
ち
や
ん
（
②
頁
下
２
行
目
～
３
行
目
）
166
●
ま
た
聟
さ
ん
姐
さ
ん
の
益
々
の
（
②
枚
目
行
目
～
枚
目
１
行
目
）
→
ま
た
聟
さ
18
20
19
ん
嫂
さ
ん
の
益
々
の
（
②
頁
下
３
行
目
）
166
●
ホ
ト
ケ
さ
ん
＜へ
の
、（
②
枚
目
４
行
目
）
→
ホ
ト
ケ
さ
ん
兄
弟
へ
の
、（
②
頁
下
19
166
６
行
目
）
●
な
む
あ
み
だ
ぶ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
＜。（
②
枚
目
６
行
目
）
→
な
む
あ
み
だ
ぶ
、
な
む
19
あ
み
だ
ぶ
…
…
。（
②
頁
下
７
行
目
）
166
●
お
斎
（
②
枚
目
行
目
）
→
お
斎
（
②
頁
下
行
目
）
と
ぎ
と
き
19
10
166
11
●
「
＜し
き
た
り
に
よ
り
ま
し
て
、（
②
枚
目
４
行
目
）
→
「
そ
れ
で
は
、
し
き
た
り
に
21
よ
り
ま
し
て
、（
②
頁
上
行
目
）
167
17
●
汁
椀
の
中
台
か
ら
お
願
い
し
ま
す
」（
②
枚
目
５
行
目
～
６
行
目
）
→
汁
椀
の
中
台
か
ね
げ
21
ら
お
願
ひ
し
ま
す
」（
②
頁
上
行
目
）
ね
げ
167
18
●
「
＜で
は
、
御
亭
主
の
仰
せ
に
従
ひ
＜、（
②
枚
目
行
目
）
→
「
そ
れ
で
は
、
御
亭
21
15
主
の
仰
せ
に
従
ひ
ま
し
て
、（
②
頁
下
４
行
目
）
167
●
＜少
し
づ
つ
一
人
が
注
ぎ
、
＜一
人
が
注
ぎ
足
し
て
、
代
り
番
こ
に
＜注
い
だ
。（
②
枚21
目
行
目
～
行
目
）
→
ほ
ん
の
少
し
一
人
が
注
ぎ
、
少
し
一
人
が
注
ぎ
足
し
て
、
18
19
代
り
番
こ
に
少
し
づ
つ
注
い
だ
。（
②
頁
下
７
行
目
）
167
●
と
云
つ
て
お
椀
を
持
つ
た
。
＜漆
塗
り
の
中
型
の
お
椀
で
あ
る
。（
②
枚
目
４
行
目
～
22
５
行
目
）
→
と
云
つ
て
お
椀
を
持
つ
た
。
／
漆
塗
り
の
中
型
の
お
椀
で
あ
る
。（
②
167
頁
下
行
目
～
行
目
）
13
14
●
極
め
て
微
か
に
漆
の
香
が
（
②
枚
目
７
行
目
）
→
極
め
て
微
弱
に
漆
の
香
が
（
②
22
167
頁
下
行
目
）
16
●
と
に
か
く
＜顎
か
ら
酔
は
し
て
く
れ
る
。（
②
枚
目
８
行
目
）
→
と
に
か
く
人
間
を
顎
22
か
ら
酔
は
し
て
く
れ
る
。（
②
頁
下
行
目
～
行
目
）
167
17
18
●
〔
な
し
〕（
②
枚
目
８
行
目
）
→
（「
母
屋
の
法
事
」
了
）（
頁
下
行
目
）
22
167
20
【
連
載
第
三
回
】
●
長
い
横
板
の
台
を
三
四
人
づ
つ
催
合
で
坐
つ
て
ゐ
た
。（
③
１
枚
目
９
行
目
～
行
目
）
10
→
長
い
横
板
の
台
に
一
台
二
人
づ
つ
に
分
れ
て
坐
つ
て
ゐ
た
。（
③
頁
５
行
目
～
６
176
行
目
）
●
（
後
で
和
尚
さ
ん
に
手
紙
で
訊
く
と
、（
③
１
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
（
後
日
、
和
10
11
尚
さ
ん
に
手
紙
で
訊
く
と
、（
③
頁
６
行
目
）
176
●
四
十
俵
か
ら
五
十
俵
の
上
の
収
獲
が
あ
る
う
ち
に
は
、（
③
１
枚
目
行
目
～
行
目
）
12
13
→
四
十
俵
か
ら
五
十
俵
の
上
の
収
穫
が
あ
る
う
ち
＜は
、（
③
頁
７
行
目
）
176
●
お
斎
（
③
１
枚
目
行
目
）
→
お
斎
（
③
頁
９
行
目
）
と
き
16
176
●
「
お
料
理
の
余
分
は
＜お
持
ち
帰
り
に
な
り
ま
す
や
う
に
（
③
１
枚
目
行
目
～
行
18
19
目
）
→
「
お
料
理
の
余
分
は
折
詰
で
お
持
ち
帰
り
に
な
り
ま
す
や
う
に
（
③
１
枚
目
行
目
～
行
目
）
18
19
●
し
か
し
今
は
＜違
ふ
。（
③
１
枚
目
行
目
）
→
し
か
し
今
は
こ
の
通
り
違
ふ
。（
③
17
176
頁
行
目
）
10
●
料
理
の
品
数
（
③
２
枚
目
２
行
目
）
→
料
理
の
品
目
（
③
頁
行
目
）
176
13
●
カ
ツ
レ
ツ
（
串
カ
ツ
）、
胡
爪
も
み
（
③
２
枚
目
５
行
目
）
→
カ
ツ
レ
ツ
（
串
カ
ツ
）
＜
胡
瓜
も
み
（
③
頁
行
目
～
行
目
）
176
15
16
●
ヤ
マ
メ
の
煮
び
た
し
、
＜ト
マ
ト
（
③
２
枚
目
７
行
目
）
→
ヤ
マ
メ
の
煮
び
た
し
、
漬
物
、
ト
マ
ト
（
③
頁
行
目
）
176
17
九
頁
●
程
よ
く
置
い
て
あ
る
。（
③
２
枚
目
８
行
目
～
９
行
目
）→
程
よ
く
置
い
て
あ
つ
た
。（
③
頁
行
目
）
176
18
●
鼎
村
で
は
ま
だ
昔
か
ら
の
（
③
２
枚
目
行
目
）
→
鼎
村
で
は
今
だ
に
昔
か
ら
の
（
③
10
頁
上
１
行
目
）
177
●
酌
女
か
ら
酒
を
注
い
で
も
ら
ふ
。（
③
２
枚
目
行
目
）
→
酌
人
か
ら
酒
を
注
い
で
も
ら
15
ふ
。（
③
頁
上
５
行
目
）
177
●
遠
慮
し
な
が
ら
飲
め
る
人
か
ら
助
け
て
も
ら
つ
て
ゐ
る
。（
③
２
枚
目
行
目
～
行
目
）
17
18
→
飲
め
る
人
か
ら
遠
慮
し
な
が
ら
助
け
て
も
ら
つ
て
ゐ
る
。（
③
頁
上
８
行
目
）
177
●
一
献
が
終
り
、
二
献
が
始
ま
り
か
け
る
頃
は
、（
③
２
枚
目
行
目
）
→
一
献
が
終
り
＜
19
か
け
る
頃
は
、（
③
頁
上
９
行
目
）
177
●
も
う
一
座
に
「
お
し
め
り
」が
＜行
き
渡
ら
う
と
す
る
。（
③
２
枚
目
行
目
～
行
目
）
19
20
→
＜一
座
に
「
お
し
め
り
」
が
も
う
行
き
渡
ら
う
と
す
る
。（
③
頁
上
行
目
）
177
10
●
大
変
な
御
馳
走
で
あ
り
ま
し
て
、（
③
３
枚
目
３
行
目
）
→
大
変
な
御
馳
走
で
あ
り
ま
し
ご
つ
つ
そ
て
、（
③
頁
上
行
目
）
177
13
●
御
馳
走
に
な
り
放
し
も
ど
う
か
と
（
③
３
枚
目
５
行
目
）
→
御
馳
走
に
な
り
放
し
も
ど
ご
つ
つ
そ
う
か
と
（
③
頁
上
行
目
）
177
15
●
も
う
お
祝
の
肴
を
出
し
て
も
ら
ひ
た
い
ね
」（
③
３
枚
目
８
行
目
）
→
も
う
お
祝
の
肴
を
出
し
て
よ
い
と
き
だ
が
。
ど
ん
な
も
の
か
や
ね
」（
③
頁
上
行
目
～
行
目
）
177
17
18
●
末
輩
の
わ
た
し
が
未
熟
な
が
ら
お
先
に
肴
を
、
お
供
へ
し
ま
す
。（
③
３
枚
目
行
目
～
15
行
目
）
→
未
熟
な
が
ら
末
輩
の
わ
た
し
が
お
先
に
肴
を
＜お
供
へ
し
ま
す
。（
③
16
177
頁
下
１
行
目
～
２
行
目
）
●
四
十
五
、
六
才
（
③
３
枚
目
行
目
）
→
四
十
五
＜六
歳
（
③
頁
上
行
目
）
12
177
21
●
「
甚
だ
潜
越
で
あ
り
ま
す
が
、（
③
３
枚
目
行
目
）
→
「
甚
だ
僭
越
で
あ
り
ま
す
が
、
14
（
③
頁
上
行
目
～
下
１
行
目
）
177
23
●
先
の
一
人
が
前
置
を
云
つ
た
。（
③
３
枚
目
行
目
～
４
枚
目
１
行
目
）
→
＜一
人
が
前
20
置
を
云
つ
た
。（
③
頁
下
６
行
目
）
177
●
三
十
何
年
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
③
４
枚
目
２
行
目
）
→
三
十
何
年
前
の
こ
と
＜。
（
③
頁
下
７
行
目
）
177
●
兄
者
の
方
も
＜弟
坊
の
方
も
、（
③
４
枚
目
２
行
目
～
３
行
目
）
→
兄
者
の
方
も
、
弟
坊
あ
ん
ぢ
や
を
と
ん
ぼ
あ
ん
ぢ
や
を
と
ん
ぼ
の
方
も
、（
③
頁
下
８
行
目
）
177
●
わ
し
は
ま
だ
尋
常
科
の
学
童
で
し
た
。（
③
４
枚
目
６
行
目
）
→
わ
し
は
国
民
学
校
の
学
童
で
し
た
。（
③
頁
下
行
目
～
行
目
）
177
10
11
●
み
ん
な
が
＜兄
者
に
ド
ブ
ロ
ク
を
飲
ま
せ
て
、（
③
４
枚
目
８
行
目
～
９
行
目
）
→
み
ん
な
が
で
兄
者
に
ド
ブ
ロ
ク
を
飲
ま
せ
て
、（
③
頁
行
目
～
行
目
）
177
11
12
●
弟
坊
に
ド
ブ
ロ
ク
を
飲
ま
せ
、
み
ん
な
＜で
『
ヨ
ネ
ヤ
マ
サ
ン
』
を
歌
う
た
。（
③
４
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
弟
坊
に
ド
ブ
ロ
ク
を
飲
ま
せ
、
み
ん
な
が
で
『
ヨ
ネ
ヤ
マ
10
11
サ
ン
』
を
歌
う
た
。（
③
頁
下
行
目
～
行
目
）
177
13
14
●
庭
に
出
て
鉞
で
、薪
割
し
て
み
せ
た
。（
③
４
枚
目
行
目
）→
庭
に
出
て
鉞
で
、薪
割
し
タ
ツ
コ
わ
り
ま
さ
か
り
タ
ツ
コ
わ
り
12
て
み
せ
た
。（
③
頁
下
行
目
）
177
15
●
大
き
な
丸
太
を
地
べ
た
に
立
て
＜、
鉞
で
一
つ
二
つ
割
目
を
入
れ
て
、（
③
４
枚
目
行
ま
さ
か
り
13
目
～
行
目
）
→
大
き
な
丸
太
を
地
べ
た
に
立
て
て
、
鉞
で
一
つ
二
つ
割
目
を
入
れ
15
＜、（
③
頁
下
行
目
～
行
目
）
177
16
17
●
め
り
め
り
と
響
く
あ
の
音
だ
。（
③
５
枚
目
２
行
目
～
３
行
目
）
→
め
り
め
り
と
響
く
あ
の
音
＜。（
③
頁
下
行
目
）
177
23
●
わ
し
は
＜あ
の
音
に
惚
れ
た
も
ん
だ
コ
テ
。（
③
５
枚
目
３
行
目
）
→
わ
し
は
、
あ
の
音
に
惚
れ
た
も
ん
だ
コ
テ
。（
③
頁
下
行
目
～
頁
上
１
行
目
）
177
23
178
●
ヨ
ネ
ヤ
マ
さ
ん
に
、薪
割
踊
。―
（
③
５
枚
目
行
目
）→
ヨ
ネ
ヤ
マ
さ
ん
に
、薪
割
踊
。
タ
ツ
コ
わ
り
を
ど
り
タ
ツ
コ
わ
り
を
ど
り
11
③
頁
上
７
行
目
）
178
一
〇
頁
●
今
様
の
歌
ひ
か
た
と
は
、
ど
こ
か
少
し
違
つ
て
ゐ
る
と
思
つ
た
。（
③
５
枚
目
行
目
～
14
行
目
）
→
今
様
の
歌
ひ
か
た
と
は
違
つ
て
、
ど
こ
か
少
し
鄙
び
て
ゐ
る
。（
③
頁
15
178
上
行
目
）
10
●
ピ
ツ
カ
ラ
□
チ
ヤ
ツ
カ
ラ
（
③
５
枚
目
行
目
）
→
ピ
ッ
カ
ラ
＜チ
ャ
ッ
カ
ラ
（
③
20
178
頁
上
行
目
）
13
●
本
当
に
い
い
唄
だ
。
善
一
郎
は
目
を
つ
む
り
天
井
を
仰
ぎ
、
上
体
を
（
③
６
枚
目
２
行
目
）
→
＜善
一
郎
は
目
を
つ
む
り
天
井
を
仰
ぎ
、
顎
を
（
③
頁
上
行
目
）
178
15
●
總
之
助
は
そ
の
歌
声
に
つ
れ
て
、（
③
６
枚
目
４
行
目
）→
総
之
助
は
＜歌
声
に
つ
れ
て
、
（
③
頁
上
行
目
）
178
16
●
そ
の
仕
種
は
、
た
と
へ
ば
「
月
が
出
た
、
月
が
出
た
、（
③
６
枚
目
５
行
目
）
→
＜「
月
が
出
た
、
月
が
出
た
、（
③
頁
上
行
目
～
行
目
）
178
18
19
●
三
池
炭
杭
（
③
６
枚
目
６
行
目
）
→
三
池
炭
坑
（
③
頁
上
行
目
）
178
19
●
踊
に
似
通
つ
て
、
歌
声
が
（
③
６
枚
目
６
行
目
～
７
行
目
）
→
踊
に
似
通
つ
て
ゐ
る
。
歌
声
が
（
③
頁
上
行
目
～
行
目
）
178
19
20
●
「
や
あ
、
ゴ
ツ
シ
ヨ
ン
□
ゴ
ツ
シ
ヨ
ン
」（
③
６
枚
目
８
行
目
～
９
行
目
）
→
「
や
あ
、
ゴ
ッ
シ
ョ
ン
＜ゴ
ッ
シ
ョ
ン
」（
③
頁
上
行
目
）
178
21
●
合
の
手
を
入
れ
る
。（
③
６
枚
目
９
行
目
）
→
合
の
手
を
入
れ
た
。（
③
頁
上
行
目
178
21
～
行
目
）
22
●
す
る
と
、
見
て
ゐ
る
人
た
ち
、
聴
い
て
ゐ
る
人
た
ち
が
、
ぷ
つ
と
噴
き
出
し
た
。（
③
６
枚
目
行
目
～
行
目
）→
す
る
と
、見
て
ゐ
る
人
た
ち
＜が
＜ぷ
つ
と
噴
き
出
し
た
。
10
11
（
③
頁
上
行
目
）
178
22
●
お
祝
の
肴
に
し
て
は
お
粗
末
の
や
う
に
思
は
れ
た
。
總
之
助
と
善
一
郎
が
、（
③
６
枚
目
行
目
）
→
お
そ
ら
く
こ
れ
は
総
之
助
と
善
一
郎
が
、（
③
頁
上
行
目
）
13
178
23
●
わ
し
は
起
立
し
て
歌
は
ざ
な
ん
ね
え
」（
③
７
枚
目
３
行
目
～
４
行
目
）
→
わ
し
は
起
立
し
て
歌
ふ
」（
③
頁
下
９
行
目
）
178
●
み
ん
な
静
か
に
な
つ
て
ゐ
た
。（
③
７
枚
目
５
行
目
～
６
行
目
）→
み
ん
な
静
か
に
し
た
。
（
③
頁
下
行
目
）
178
10
●
和
尚
は
勿
体
ぶ
つ
た
や
う
に
ゆ
つ
く
り
立
つ
て
、（
③
７
枚
目
６
行
目
）
→
和
尚
は
＜ゆ
つ
く
り
立
つ
て
、（
③
頁
下
行
目
）
178
11
●
ホ
ト
ケ
を
追
慕
す
る
＜気
持
と
、（
③
７
枚
目
行
目
）
→
ホ
ト
ケ
を
追
慕
す
る
善
一
郎
11
さ
ん
総
之
助
さ
ん
の
気
持
と
、（
③
頁
下
行
目
～
行
目
）
178
15
16
●
生
の
喜
び
を
記
歌
す
る
（
③
７
枚
目
行
目
）
→
生
の
喜
び
を
謳
歌
す
る
（
③
頁
下
11
178
行
目
）
16
●
つ
い
、わ
し
も
＜自
分
の
少
年
時
代
の
こ
と
を（
③
７
枚
目
行
目
）→
つ
い
＜わ
し
も
、
12
わ
し
の
少
年
時
代
の
こ
と
を
（
③
頁
下
行
目
～
行
目
）
178
16
17
●
一
礼
し
て
ち
よ
つ
と
位
置
を
変
へ
た
。（
③
７
枚
目
行
目
）
→
一
礼
し
て
足
の
位
置
を
15
変
へ
た
。（
③
頁
下
行
目
）
178
19
●
そ
れ
か
ら
祭
壇
の
方
に
向
つ
て
（
③
７
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
そ
れ
か
ら
祭
壇
＜
15
16
に
向
つ
て
（
③
頁
下
行
目
～
行
目
）
178
19
20
●
棚
経
に
ま
は
つ
て
ゐ
た
の
で
す
。（
③
７
枚
目
行
目
～
８
枚
目
１
行
目
）
→
棚
経
に
ま
20
は
つ
て
を
つ
た
の
で
す
。（
③
頁
下
行
目
）
178
23
●
棚
経
を
あ
げ
よ
う
と
し
て
を
る
と
き
で
し
た
。（
③
８
枚
目
３
行
目
）
→
棚
経
を
あ
げ
よ
う
と
し
て
を
る
と
き
だ
で
な
。（
③
頁
上
２
行
目
）
179
●
中
学
三
年
の
子
僧
（
③
８
枚
目
４
行
目
）
→
中
学
三
年
の
小
僧
（
③
頁
上
３
行
目
）
179
●
玉
音
を
聞
い
て
畏
れ
多
い
こ
と
な
が
ら
、
全
身
、
ぞ
つ
と
し
た
や
う
な
気
持
（
③
８
枚
目
５
行
目
）
→
畏
れ
多
い
こ
と
な
が
ら
玉
音
を
聞
い
て
ぎ
く
り
と
し
た
や
う
な
気
持
（
③
頁
上
３
行
目
～
４
行
目
）
179
●
爾
来
、
ま
す
ま
す
不
良
中
学
生
＜に
な
り
ま
し
た
。（
③
８
枚
目
５
行
目
～
６
行
目
）
→
一
一
頁
爾
来
、
＜不
良
中
学
生
の
悲
し
さ
を
解
す
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。（
③
頁
上
５
行
179
目
～
６
行
目
）
●
東
京
に
遊
学
し
て
し
か
ら
も
、（
③
８
枚
目
６
行
目
～
７
行
目
）
→
東
京
に
遊
学
し
＜て
か
ら
も
、（
③
頁
上
７
行
目
）
179
●
た
だ
、
信
心
だ
け
に
頼
ら
う
と
し
て
ゐ
る
坊
主
（
③
８
枚
目
９
行
目
～
行
目
）
→
た
10
だ
命
が
け
で
信
心
だ
け
に
頼
ら
う
と
し
て
を
る
坊
主（
③
頁
上
９
行
目
～
行
目
）
179
10
●
日
常
の
指
針
に
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ん
（
③
８
枚
目
行
目
）
→
日
常
の
指
針
に
11
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ん
（
③
頁
上
行
目
～
行
目
）
179
11
12
●
後
悔
す
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。（
③
８
枚
目
行
目
）
→
後
悔
す
る
や
う
に
な
つ
た
。
12
（
③
頁
上
行
目
～
行
目
）
179
12
13
●
母
校
の
ま
は
り
を
う
ろ
つ
い
て
を
る
や
う
も
の
で
あ
る
＜。（
③
８
枚
目
行
目
）
→
母
13
校
の
ま
は
り
を
う
ろ
つ
い
て
を
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。（
③
頁
上
179
行
目
～
行
目
）
14
15
●
念
仏
の
や
う
な
調
子
の
歌
（
③
８
枚
目
行
目
）
→
念
仏
の
調
子
を
思
は
せ
る
や
う
な
16
歌
（
③
頁
上
行
目
～
行
目
）
179
16
17
●
難
解
の
文
句
の
連
続
（
③
８
枚
目
行
目
）
→
難
解
な
文
句
の
連
続
（
③
頁
上
行
18
179
18
目
）
●
す
ぐ
椽
先
で
鳴
く
（
③
９
枚
目
７
行
目
）
→
す
ぐ
軒
先
で
鳴
く
（
③
頁
下
２
行
目
）
179
●
ハ
ン
カ
チ
で
拭
つ
た
。（
③
枚
目
２
行
目
）
→
ハ
ン
カ
チ
で
拭
ふ
の
が
見
え
た
。（
③
10
頁
下
行
目
）
179
15
●
＜絶
句
し
た
や
う
で
あ
つ
た
。（
③
枚
目
４
行
目
）
→
こ
み
上
げ
て
来
る
涙
の
た
め
絶
10
句
し
た
や
う
で
あ
つ
た
。（
③
頁
下
行
目
）
179
17
●
絶
句
し
て
も
み
つ
と
も
な
く
な
い
の
だ
ら
う
＜。（
③
枚
目
９
行
目
）
→
絶
句
し
て
も
10
み
つ
と
も
な
く
な
い
の
だ
ら
う
か
。（
③
頁
下
行
目
～
行
目
）
179
18
19
●
宴
会
は
ま
だ
延
々
と
続
き
さ
う
で
あ
つ
た
の
で
、（
③
枚
目
行
目
）
→
宴
会
は
ま
だ
10
10
延
々
と
続
く
ら
し
い
の
で
、（
③
頁
下
行
目
）
179
20
●
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
か
ら
＜出
し
た
。（
③
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
10
11
12
グ
か
ら
取
出
し
た
。（
③
頁
下
行
目
～
行
目
）
179
21
22
●
こ
の
日
は
、
お
昼
ご
ろ
か
ら
（
④
１
枚
目
６
行
目
）
→
こ
の
日
＜、
お
昼
ご
ろ
か
ら
（
④
頁
３
行
目
）
140
【
連
載
第
四
回
】
●
霜
は
陣
営
に
充
ち
て
（
④
１
枚
目
行
目
）
→
霜
は
軍
営
に
充
ち
て
（
④
頁
９
行
目
17
140
～
行
目
）
10
●
詩
吟
を
し
た
男
の
列
に
ゐ
た
（
④
２
枚
目
７
行
目
）
→
詩
吟
を
し
た
男
の
並
び
に
ゐ
た
（
④
頁
行
目
）
140
15
●
反
対
側
の
列
で
云
ふ
者
が
（
④
２
枚
目
行
目
）
→
向
側
の
列
で
云
ふ
者
が
（
④
頁
15
141
上
１
行
目
～
２
行
目
）
●
儂
が
教
へ
＜や
つ
た
日
本
の
追
分
（
④
４
枚
目
２
行
目
～
３
行
目
）
→
儂
が
教
へ
て
や
つ
た
日
本
の
追
分
（
④
頁
下
１
行
目
～
２
行
目
）
141
●
私
よ
り
も
少
し
年
が
下
で
（
④
４
枚
目
６
行
目
～
７
行
目
）
→
儂
よ
り
も
少
し
年
が
下
で
（
④
頁
下
４
行
目
）
141
●
私
よ
り
も
少
し
背
が
低
く
、（
④
４
枚
目
７
行
目
）
→
儂
よ
り
も
少
し
背
が
低
く
、（
④
頁
下
５
行
目
）
141
●
ま
こ
と
に
素
直
な
人
物
＜ね
。（
④
４
枚
目
行
目
）
→
ま
こ
と
に
素
直
な
人
物
で
ね
。
11
（
④
頁
下
８
行
目
）
141
●
私
の
前
口
上
、
こ
れ
で
終
り
ま
す
」（
④
４
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
儂
の
前
口
上
、
13
14
こ
れ
で
終
り
ま
す
」（
④
頁
下
行
目
～
行
目
）
141
10
11
一
二
頁
●
（
こ
の
続
き
不
明
）
＜」（
④
５
枚
目
４
行
目
）
→
（
こ
の
続
き
不
明
）
…
…
」（
④
141
頁
下
行
目
）
20
●
今
度
、辞
典
を
引
い
て
み
る
と
、（
④
５
枚
目
８
行
目
）→
今
度
、辞
典
を
引
い
て
み
た
。
（
④
頁
下
行
目
）
141
24
●
博
変
（
④
５
枚
目
９
行
目
）
→
博
奕
（
④
頁
下
行
目
）
141
25
●
勝
負
を
戦
ふ
も
の
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
勝
負
を
争
ふ
も
の
（
④
頁
上
１
行
目
）
11
142
●
裕
福
に
暮
し
て
ゐ
る
＜し
い
七
十
歳
前
後
と
見
え
る
（
④
５
枚
目
行
目
）
→
裕
福
な
20
暮
し
を
し
て
ゐ
る
ら
し
い
七
十
歳
前
後
と
見
え
る
（
④
頁
上
８
行
目
～
９
行
目
）
142
●
染
め
た
も
の
と
見
え
る
（
④
６
枚
目
１
行
目
）
→
染
め
た
＜と
見
え
る
（
④
頁
上
142
10
行
目
）
●
「
お
心
づ
か
ひ
を
い
た
だ
き
＜し
て
、（
④
７
枚
目
行
目
）
→
「
お
心
づ
か
ひ
を
い
た
17
だ
き
ま
し
て
、（
④
頁
下
行
目
）
142
19
●
和
尚
さ
ん
が
＜帰
つ
て
来
た
。（
④
７
枚
目
行
目
）
→
和
尚
さ
ん
が
何
気
な
い
風
で
帰
20
つ
て
来
た
。（
④
頁
下
行
目
～
行
目
）
142
21
22
●
満
洲
国
の
主
府
新
京
（
④
８
枚
目
４
行
目
）
→
満
洲
国
の
首
府
新
京
（
④
頁
下
行
142
25
目
～
頁
上
１
行
目
）
143
●
日
本
政
府
の
命
令
（
④
８
枚
目
８
行
目
～
９
行
目
）
→
日
本
政
府
の
大
方
針
（
④
頁143
上
４
行
目
）
●
宣
統
皇
帝
と
お
呼
び
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
＜が
、（
④
８
枚
目
行
目
）
→
宣
統
皇
帝
12
と
お
呼
び
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
を
喜
ん
だ
の
が
、（
④
頁
上
７
行
目
～
８
行
目
）
143
●
そ
＜で
満
洲
国
が
生
れ
ま
し
て
、（
④
８
枚
目
行
目
）
→
そ
れ
で
満
洲
国
が
生
れ
ま
し
13
て
、（
④
頁
上
９
行
目
～
行
目
）
143
10
●
自
分
ど
も
＜満
洲
国
が
目
出
度
く
誕
生
し
た
と
大
感
激
（
④
８
枚
目
行
目
～
行
目
）
13
14
→
自
分
ど
も
は
満
洲
国
が
目
出
度
く
誕
生
し
た
と
大
感
激
（
④
頁
上
行
目
～
143
10
11
行
目
）
●
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
を
り
ま
し
た
。」（
④
８
枚
目
行
目
）
→
や
う
に
な
つ
た
の
で
14
あ
＜り
ま
し
た
」（
④
頁
上
行
目
）
143
11
●
ち
よ
つ
と
脱
線
し
ま
し
た
」
と
、
云
つ
て
話
を
つ
づ
け
た
。（
④
８
枚
目
行
目
～
行
16
17
目
）
→
ち
よ
つ
と
脱
線
し
ま
し
た
」
と
＜云
つ
て
話
を
つ
づ
け
た
。（
④
頁
上
行
143
12
目
～
行
目
）
13
●
訓
練
Ｘし
て
や
つ
て
居
つ
た
（
④
９
枚
目
１
行
目
）
→
訓
練
し
て
や
つ
て
居
つ
た
（
④
143
頁
上
行
目
～
行
目
）〔
練
Ｘは
「
練
」
の
旁
が
「
川
」
の
か
た
ち
〕
16
17
●
有
為
変
転
の
辛
苦
の
暮
し
（
④
９
枚
目
２
行
目
～
３
行
目
）
→
有
為
転
変
の
辛
苦
の
暮
し
（
④
頁
上
行
目
）
143
18
●
そ
の
と
き
、
自
分
は
、
＜こ
の
目
で
執
政
を
見
て
、（
④
９
枚
目
行
目
）
→
＜自
分
は
、
11
特
派
員
た
ち
の
脇
に
立
つ
て
、
こ
の
目
で
執
政
を
見
て
、（
④
頁
下
１
行
目
～
２
行
143
目
）
●
通
訳
の
伝
へ
た
お
言
葉
を
（
④
９
枚
目
行
目
）
→
通
訳
の
伝
へ
る
お
言
葉
を
（
④
11
143
頁
下
２
行
目
）
●
自
分
は
、
お
茶
坊
主
で
は
あ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
が
、
今
ま
で
に
あ
ん
な
に
感
激
（
④
９
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
自
分
は
、
＜今
ま
で
に
あ
ん
な
に
感
激
（
④
頁
下
３
12
13
143
行
目
～
４
行
目
）
●
溥
儀
＜自
身
、（
④
９
枚
目
行
目
）
→
溥
儀
氏
自
身
、（
④
頁
下
６
行
目
）
16
143
●
感
激
さ
し
て
く
れ
た
言
葉
で
あ
り
ま
し
て
、（
④
枚
目
７
行
目
～
８
行
目
）
→
感
激
さ
10
し
て
く
れ
た
言
葉
で
あ
り
ま
す
が
、（
④
頁
下
行
目
）
143
15
●
お
言
葉
な
る
も
の
を
朗
誦
＜し
ま
す
。（
④
枚
目
６
行
目
～
７
行
目
）
→
お
言
葉
な
る
10
も
の
を
朗
誦
い
た
し
ま
す
。（
④
頁
下
行
目
～
行
目
）
143
14
15
●
答
へ
る
つ
も
り
で
＜す
」（
④
枚
目
９
行
目
）
→
答
へ
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
」（
④
10
一
三
頁
頁
下
行
目
）
143
17
●
申
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
と
、
溥
儀
氏
は
「
い
や
、
御
苦
労
で
あ
つ
た
」
と
仰
有
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
④
枚
目
３
行
目
～
５
行
目
）
→
申
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
＜溥
11
儀
執
政
は
『
い
や
、
御
苦
労
で
あ
つ
た
』
と
仰
有
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
④
頁
上
144
３
行
目
～
５
行
目
）
●
み
ん
な
大
き
く
拍
子
し
た
。（
④
枚
目
７
行
目
）
→
み
ん
な
大
き
く
拍
手
し
た
。（
④
11
頁
上
７
行
目
）
144
●
ド
ア
の
開
け
閉
て
す
る
音
が
（
④
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
ド
ア
を
開
け
閉
て
す
11
12
13
る
音
が
（
④
頁
上
行
目
）
144
12
●
「
や
あ
、
明
日
の
運
転
手
さ
ん
か
」（
④
枚
目
行
目
）
→
「
や
あ
、
昨
日
の
運
転
手
11
16
さ
ん
か
」（
④
頁
上
行
目
）
144
14
●
ち
よ
つ
と
兼
光
寺
の
池
（
④
枚
目
４
行
目
～
５
行
目
）→
ち
よ
つ
と
兼
行
寺
の
池
（
④
12
頁
上
行
目
）
144
23
●
ゆ
つ
く
り
待
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
や
う
で
手
で
（
④
枚
目
行
目
）
→
ゆ
つ
く
り
待
つ
12
11
て
ゐ
る
と
云
ふ
や
う
に
手
で
（
④
枚
目
行
目
）
12
11
●
「
も
う
帰
っ
か
ね
。
も
ち
っ
と
し
た
ら
、
姐
さ
總
出
の
さ
の
さ
の
踊
が
あ
っ
か
ら
、
も
、
、
、
か
へ
あ
ね
ち
っ
と
居
な
さ
い
」（
④
枚
目
５
行
目
）→「
も
う
帰
ッ
か
ね
。も
ち
つ
と
し
た
ら
、姐
か
へ
あ
ね
13
さ
総
出
の
さ
の
さ
の
踊
が
あ
ッ
か
ら
、
も
ち
つ
と
居
な
さ
れ
や
」（
④
頁
下
行
目
、
、
、
144
16
～
行
目
）
18
●
す
こ
し
酔
つ
て
ゐ
る
風
で
、（
④
枚
目
５
行
目
）→
ち
よ
つ
と
酔
つ
て
ゐ
る
風
で
、（
④
13
頁
下
行
目
）
144
18
●
〔
な
し
〕（
④
枚
目
行
目
）
→
（
つ
づ
く
）（
④
頁
下
行
目
）
13
14
144
25
【
連
載
第
五
回
】
●
近
所
の
人
か
ら
さ
う
教
は
つ
た
。（
⑤
２
枚
目
５
行
目
）
→
近
所
の
人
か
ら
さ
う
教
は
つ
て
ゐ
る
。（
⑤
頁
行
目
）
121
16
●
本
堂
裏
の
躑
躅
（
⑤
２
枚
目
９
行
目
）
→
御
堂
裏
の
躑
躅
（
⑤
頁
上
３
行
目
）
122
●
ひ
そ
ひ
そ
声
で
＜「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
（
⑤
２
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
ひ
そ
ひ
そ
12
13
声
で
、「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
（
⑤
頁
上
５
行
目
～
６
行
目
）
122
●
本
堂
の
表
の
方
へ
（
⑤
２
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
御
堂
の
表
の
方
へ
（
⑤
頁
上
16
17
122
９
行
目
）
●
真
上
か
ら
見
る
や
う
な
塩
配
に
な
つ
て
ゐ
る
。（
⑤
２
枚
目
行
目
）
→
真
上
か
ら
見
る
18
や
う
な
塩
梅
に
な
つ
て
ゐ
る
。（
⑤
頁
上
行
目
～
行
目
）
122
10
11
●
橦
木
綱
（
⑤
３
枚
目
３
行
目
）
→
撞
木
綱
（
⑤
頁
上
行
目
）
122
16
●
こ
ま
か
い
字
で
刻
ま
れ
て
ゐ
た
。（
⑤
３
枚
目
６
行
目
）
→
こ
ま
か
い
字
で
刻
ま
れ
て
ゐ
る
。（
⑤
頁
上
行
目
～
行
目
）
122
18
19
●
釣
鐘
の
腋
か
ら
（
⑤
３
枚
目
７
行
目
）
→
釣
鐘
の
脇
か
ら
（
⑤
頁
上
行
目
）
122
19
●
私
が
記
憶
し
て
ゐ
た
つ
も
り
の
詩
人
（
⑤
３
枚
目
行
目
）
→
私
が
記
憶
し
て
ゐ
る
詩
10
人
（
⑤
頁
上
行
目
～
行
目
）
122
21
22
●
ま
た
「
鴨
」
と
い
ふ
絶
妙
な
詩
（
⑤
３
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
ま
た
鴨
の
こ
と
を
16
17
詠
ん
だ
「
荒
磯
」
と
い
ふ
絶
妙
な
詩
（
⑤
頁
下
４
行
目
～
５
行
目
）
122
●
隅
か
ら
隅
ま
で
知
つ
て
ま
す
」（
⑤
３
枚
目
行
目
）
→
隅
か
ら
隅
ま
で
知
つ
て
る
よ
」
20
（
⑤
頁
下
８
行
目
～
９
行
目
）
122
●
本
堂
の
左
隣
に
、（
⑤
４
枚
目
１
行
目
）
→
御
堂
の
左
隣
に
、（
⑤
頁
下
行
目
）
122
10
●
篇
額
（
⑤
４
枚
目
２
行
目
）
→
扁
額
（
⑤
頁
下
行
目
）
122
10
●
神
様
に
近
づ
く
前
に
、（
⑤
４
枚
目
６
行
目
）
→
神
棚
に
近
づ
く
前
に
、（
⑤
頁
下
122
15
行
目
）
●
進
軍
ラ
ッ
パ
＜鳴
ら
す
演
出
（
⑤
４
枚
目
６
行
目
）
→
進
軍
ラ
ッ
パ
を
鳴
ら
す
演
出
（
⑤
一
四
頁
頁
下
行
目
～
行
目
）
122
15
16
●
言
語
同
断
（
⑤
４
枚
目
行
目
）
→
言
語
道
断
（
⑤
頁
下
行
目
）
10
122
20
●
会
館
の
横
手
か
ら
本
堂
裏
の
（
⑤
４
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
会
館
の
横
手
か
ら
御
15
16
堂
裏
の
（
⑤
頁
上
２
行
目
）
123
●
山
鳥
が
来
て
じ
つ
と
泊
つ
て
ゐ
る
（
⑤
４
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
山
鳥
が
来
て
じ
17
18
つ
と
止
つ
て
ゐ
る
（
⑤
頁
上
４
行
目
）
123
●
俺
、
先
日
見
た
が
、（
⑤
５
枚
目
行
目
）
→
俺
、
先
日
見
た
が
、（
⑤
頁
上
行
目
）
こ
ね
え
だ
こ
ね
だ
13
123
15
●
お
前
が
妬
く
（
⑤
５
枚
目
行
目
）
→
お
前
が
妬
く
（
⑤
頁
上
行
目
）
め
え
め
18
123
20
●
大
き
く
羽
ば
た
き
だ
し
た
。（
⑤
６
枚
目
４
行
目
～
５
行
目
）
→
大
き
く
羽
ば
た
い
た
。
（
⑤
頁
下
５
行
目
～
６
行
目
）
123
●
徳
利
型
の
尻
を
後
ろ
に
突
出
し
て
ゐ
る
。（
⑤
６
枚
目
９
行
目
）
→
徳
利
型
の
尻
を
重
々
し
く
後
方
に
突
出
し
て
ゐ
る
。（
⑤
頁
下
９
行
目
～
行
目
）
123
10
●
三
好
達
治
の
「
荒
磯
」
と
い
ふ
詩
に
（
⑤
６
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
「
荒
磯
」
と
10
11
い
ふ
三
好
達
治
の
詩
に
（
⑤
頁
下
行
目
～
行
目
）
123
10
11
●
荒
磯
（
⑤
６
枚
目
行
目
）
→
荒
磯
（
⑤
頁
下
行
目
）
あ
り
そ
14
123
14
●
三
本
松
の
脇
の
大
き
な
岩
の
上
に
泊
つ
た
。（
⑤
７
枚
目
１
行
目
）
→
三
本
松
の
脇
の
大
き
な
岩
の
上
に
止
つ
た
。（
⑤
頁
下
行
目
）
123
19
●
す
る
と
池
に
残
さ
れ
て
ゐ
た
家
鴨
が
二
羽
、（
⑤
７
枚
目
２
行
目
）
→
す
る
と
池
に
残
さ
れ
＜た
家
鴨
が
二
羽
、（
⑤
頁
上
１
行
目
）
124
●
と
て
も
傍
で
聞
い
て
は
ゐ
ら
れ
な
い
。
＜い
つ
か
の
和
尚
さ
ん
の
手
紙
に
、（
⑤
７
枚
目
４
行
目
）
→
と
て
も
傍
で
聞
い
て
は
ゐ
ら
れ
な
い
。
／
い
つ
か
の
和
尚
さ
ん
の
手
紙
に
、（
⑤
頁
上
３
行
目
～
４
行
目
）
124
●
身
が
緊
＜つ
て
居
り
ま
す
。（
⑤
７
枚
目
行
目
）
→
身
が
緊
締
つ
て
居
り
ま
す
。（
⑤
13
頁
上
行
目
）
124
12
●
＜鴨
は
六
月
中
旬
頃
か
ら
（
⑤
８
枚
目
９
行
目
）
→
□
鴨
は
六
月
中
旬
頃
か
ら
（
⑤
124
頁
下
４
行
目
）〔
一
字
下
げ
を
設
け
る
〕
●
底
空
飛
行
が
（
⑤
８
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
低
空
飛
行
が
（
⑤
頁
下
５
行
目
）
10
11
124
●
拙
僧
は
御
堂
の
裏
椽
か
ら
、（
⑤
８
枚
目
行
目
～
行
目
）→
拙
僧
は
御
堂
の
裏
椽
で
、
11
12
（
⑤
頁
下
６
行
目
）
124
●
池
に
浮
か
ん
で
居
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。（
⑤
８
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
池
に
浮
＜
14
15
ん
で
居
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。（
⑤
頁
下
８
行
目
）
124
●
ご
く
自
然
に
平
和
に
＜、
＜四
羽
の
水
禽
が
（
⑤
８
枚
目
行
目
）
→
ご
く
自
然
に
平
和
16
に
し
て
居
り
、
共
に
四
羽
の
水
禽
が
（
⑤
頁
下
９
行
目
～
行
目
）
124
10
●
堀
返
し
て
行
く
と
、（
⑤
９
枚
目
行
目
）
→
掘
返
し
て
行
く
と
、（
頁
下
３
行
目
～
10
125
４
行
目
）
●
そ
れ
で
家
鴨
の
騒
ぎ
が
止
む
の
は
（
⑤
９
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
結
局
、
家
鴨
の
15
16
騒
ぎ
が
止
む
の
は
（
⑤
頁
上
５
行
目
）
125
●
こ
れ
で
も
う
充
分
だ
と
、（
⑤
９
枚
目
行
目
）
→
も
う
こ
れ
で
充
分
だ
と
＜（
⑤
頁
17
125
上
５
行
目
～
６
行
目
）
●
二
枚
＜三
枚
目
ま
で
（
⑤
枚
目
４
行
目
）
→
二
枚
目
か
、
三
枚
目
ま
で
（
⑤
頁
上
10
125
行
目
）
12
●
運
転
手
は
云
つ
た
。（
⑤
枚
目
行
目
）
→
運
転
手
が
云
つ
た
。（
⑤
頁
上
行
目
）
10
11
125
17
●
結
婚
式
場
を
兼
ね
＜ゐ
る
。（
⑤
枚
目
６
行
目
）
→
結
婚
式
場
を
兼
ね
て
ゐ
る
。（
⑤
11
頁
下
７
行
目
）
125
●
伊
那
谷
の
鴨
は
筑
波
山
の
裾
の
飼
育
場
か
ら
＜種
を
貰
つ
て
来
た
さ
う
だ
。（
⑤
枚
目
11
８
行
目
～
９
行
目
）
→
伊
那
谷
の
＜は
筑
波
山
の
裾
の
飼
育
場
か
ら
真
鴨
の
種
を
貰
つ
て
来
た
さ
う
だ
。（
⑤
頁
下
９
行
目
～
行
目
）
125
10
●
〔
な
し
〕（
⑤
枚
目
行
目
）
→
（
了
）（
⑤
頁
下
行
目
）
11
10
125
11
一
五
頁
附
記―
二
、
三
の
補
足
拙
稿
「「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」
で
は
、
自
筆
原
稿
・
初
出
誌
本
文
に
お
い
て
特
に
疑
念
が
生
じ
そ
う
な
「
江
戸
水
」
と
い
う
語
句
や
「
椽
」
と
い
う
用
字
が
、
決
し
て
誤
記
・
誤
謬
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
を
持
つ
語
句
・
用
字
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
前
掲
拙
稿
に
お
い
て
は
、
自
筆
原
稿
に
あ
る
、
編
輯
者
（
校
正
者
）
の
も
の
と
思
わ
れ
る
黒
鉛
筆
に
よ
る
書
き
込
み
を
生
か
す
か
た
ち
で
多
く
の
著
者
校
正
が
な
さ
れ
て
い
る
事
象
に
着
目
し
、
著
者
校
正
が
編
輯
者
（
校
正
者
）
と
の
共
同
作
業
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
本
文
推
移
の
一
班
を
覗
い
て
み
た
。
具
体
的
に
は
、
自
筆
原
稿
の
不
統
一
・
不
整
合
が
初
出
『
新
潮
』
本
文
で
整
え
ら
れ
た
箇
所
を
、
脱
字
・
衍
字
・
誤
字
な
ど
の
改
訂
仮
名
遣
い
の
改
訂
送
仮
名
の
改
訂
用
語
統
一
の
た
め
の
改
訂
一
般
的
な
表
記
へ
の
改
訂
一
般
的
な
表
現
へ
の
改
訂
制
度
の
名
称
や
作
品
名
の
改
訂
の
七
種
類
に
分
け
て
検
証
し
た
。
た
だ
し
、
前
稿
で
は
、
そ
の
検
証
に
必
要
な
事
例
を
挙
げ
た
だ
け
で
、
本
文
推
移
の
全
体
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
今
回
、
本
文
推
移
の
全
体
を
一
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
窺
え
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
二
、
三
の
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。
前
稿
で
は
編
輯
者
の
原
稿
整
理
と
各
種
の
指
定
、
編
輯
者
（
校
正
者
）
の
疑
問
の
書
き
込
み
と
校
訂
案
、
そ
れ
ら
を
受
け
た
著
者
自
身
の
手
に
よ
る
補
訂
を
も
っ
ぱ
ら
の
話
題
に
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
、
編
輯
者
（
校
正
者
）
に
よ
っ
て
も
改
訂
が
可
能
な
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
否
、
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
は
編
輯
者
（
校
正
者
）
の
指
摘
を
得
て
、
初
め
て
著
者
校
正
に
反
映
さ
れ
る
も
の
だ
と
言
っ
た
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
こ
こ
に
掲
出
し
た
本
文
推
移
の
一
覧
に
は
、
著
者
自
身
が
、
叙
述
・
描
写
の
正
確
さ
を
期
す
べ
く
改
訂
を
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
え
る
。
補
足
の
第
一
は
、
著
者
自
身
の
手
に
よ
る
改
訂
の
う
ち
、
そ
の
方
向
性
が
見
え
や
す
い
事
例
で
あ
る
。
以
下
に
該
当
箇
所
を
例
示
し
て
み
る
。
●
少
し
南
の
方
に
（
①
１
枚
目
行
目
）
→
少
し
南
に
行
つ
た
山
間
に
（
①
６
頁
８
や
ま
あ
ひ
11
行
目
）
●
一
度
に
ど
つ
と
長
く
育
つ
て
（
①
３
枚
目
行
目
～
行
目
）
→
一
度
に
ど
つ
と
15
16
は
び
こ
つ
て
（
①
７
頁
下
４
行
目
）
●
何
と
も
は
や
＜、
申
す
こ
と
も
こ
れ
な
く―
」
と
い
ふ
や
う
な
文
体
で
あ
つ
た
。
（
①
５
枚
目
３
行
目
～
４
行
目
）。
→
何
と
も
は
や
汗
顔
至
極
、
申
す
言
葉
も
こ
れ
な
く
…
…
」（
①
８
頁
上
２
行
目
～
３
行
目
）
●
新
潟
の
土
木
業
者
＜の
間
の
契
約
で
、（
①
８
枚
目
行
目
）
→
新
潟
の
土
木
業
者
11
と
の
間
で
話
が
進
め
ら
れ
、（
①
９
頁
下
５
行
目
）
●
「
お
料
理
の
余
分
は
＜お
持
ち
帰
り
に
な
り
ま
す
や
う
に
（
③
１
枚
目
行
目
～
18
行
目
）→
「
お
料
理
の
余
分
は
折
詰
で
お
持
ち
帰
り
に
な
り
ま
す
や
う
に
（
③
19１枚
目
行
目
～
行
目
）
18
19
●
今
様
の
歌
ひ
か
た
と
は
、
ど
こ
か
少
し
違
つ
て
ゐ
る
と
思
つ
た
。（
③
５
枚
目
行14
目
～
行
目
）→
今
様
の
歌
ひ
か
た
と
は
違
つ
て
、ど
こ
か
少
し
鄙
び
て
ゐ
る
。
15
（
③
頁
上
行
目
）
178
10
●
＜絶
句
し
た
や
う
で
あ
つ
た
。（
③
枚
目
４
行
目
）
→
こ
み
上
げ
て
来
る
涙
の
た
10
一
六
頁
め
絶
句
し
た
や
う
で
あ
つ
た
。（
③
頁
下
行
目
）
179
17
●
徳
利
型
の
尻
を
後
ろ
に
突
出
し
て
ゐ
る
。（
⑤
６
枚
目
９
行
目
）
→
徳
利
型
の
尻
を
重
々
し
く
後
方
に
突
出
し
て
ゐ
る
。（
⑤
頁
下
９
行
目
～
行
目
）
123
10
こ
れ
ら
は
、
具
体
的
な
表
現
へ
の
変
更
（
多
く
が
情
報
の
追
加
と
い
う
か
た
ち
を
採
る
）
に
よ
っ
て
、
叙
述
・
描
写
の
意
図
や
、
作
中
の
発
話
に
託
さ
れ
た
意
図
な
ど
を
自
筆
原
稿
よ
り
も
明
瞭
に
す
る
改
訂
だ
と
評
し
て
よ
い
。
補
足
の
第
二
点
は
、
編
輯
者
が
関
与
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
前
稿
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。
編
輯
者
が
関
与
し
た
も
の
と
し
て
、
ル
ビ
の
移
動
と
追
加
、
約
物
の
補
訂
、
章
節
の
区
切
り
の
統
一
や
章
節
名
の
整
序
、
ま
た
、
連
載
に
関
わ
る
表
示
の
事
例
を
追
加
し
て
お
き
た
い
。
ル
ビ
の
移
動
に
つ
い
て
、
一
覧
で
は
同
一
語
に
対
す
る
ル
ビ
の
「
削
除
」
と
「
添
加
」
と
い
う
か
た
ち
で
二
箇
所
に
分
け
て
示
し
て
い
る
の
で
、
直
ち
に
理
解
し
に
く
い
か
も
知
れ
な
い
。
●
大
変
な
御
馳
走
で
あ
り
ま
し
て
、（
③
３
枚
目
３
行
目
）
→
大
変
な
御
馳
走
で
あ
り
ご
つ
つ
そ
ま
し
て
、（
③
頁
上
行
目
）
177
13
●
御
馳
走
に
な
り
放
し
も
ど
う
か
と
（
③
３
枚
目
５
行
目
）
→
御
馳
走
に
な
り
放
し
ご
つ
つ
そ
も
ど
う
か
と
（
③
頁
上
行
目
）
177
15
右
の
か
た
ち
で
掲
出
し
た
と
こ
ろ
は
、『
新
潮
』
連
載
第
三
回
の
頁
上
段
行
目
か
ら
始
177
13
ま
る
和
尚
の
一
続
き
の
発
話
の
中
で
次
の
よ
う
に
出
て
来
る
。
「
え
え
皆
さ
ん
、
本
日
は
大
変
な
御
馳
走
で
あ
り
ま
し
て
、
施
主
の
並
々
な
ら
ぬ
御
供
養
、
わ
た
し
も
有
難
く
頂
戴
し
て
を
り
ま
す
。
し
か
し
、
御
馳
走
に
な
り
放
し
も
ど
う
か
と
思
ふ
の
で
〔
以
下
略
〕」
自
筆
原
稿
で
は
最
初
の
方
の
「
御
馳
走
」（
③
３
枚
目
３
行
目
）
に
は
ル
ビ
が
な
く
、
二
行
先
（
③
３
枚
目
５
行
目
）
に
二
度
目
に
出
現
し
た
「
御
馳
走
」
の
方
に
「
ご
つ
っ
そ
」
と
い
う
ル
ビ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
和
尚
が
「
御
馳
走
」
を
「
ご
つ
っ
そ
」
と
方
言
音
で
口
に
し
た
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
二
度
目
の
用
例
に
だ
け
「
ご
つ
っ
そ
」
と
い
う
ル
ビ
を
施
す
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。
編
輯
者
（
校
正
者
）
に
よ
っ
て
、
最
初
に
出
現
し
た
「
御
馳
走
」（
③
頁
上
行
目
）
の
箇
所
に
ル
ビ
が
移
動
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
177
13
箇
所
の
例
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
●
庭
に
出
て
鉞
で
、
薪
割
し
て
み
せ
た
。（
③
４
枚
目
行
目
）
→
庭
に
出
て
鉞
で
、
タ
ツ
コ
わ
り
ま
さ
か
り
12
薪
割
し
て
み
せ
た
。（
③
頁
下
行
目
）
タ
ツ
コ
わ
り
177
15
●
大
き
な
丸
太
を
地
べ
た
に
立
て
＜、
鉞
で
一
つ
二
つ
割
目
を
入
れ
て
、（
③
４
枚
目
ま
さ
か
り
行
目
～
行
目
）
→
大
き
な
丸
太
を
地
べ
た
に
立
て
て
、
鉞
で
一
つ
二
つ
割
13
15
目
を
入
れ
＜、（
③
頁
下
行
目
～
行
目
）
177
16
17
い
ず
れ
も
、
初
出
『
新
潮
』
の
誌
面
と
し
て
適
切
な
箇
所
に
、
編
輯
者
（
校
正
者
）
の
手
に
よ
っ
て
ル
ビ
が
移
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
。
自
筆
原
稿
に
な
く
、
初
出
『
新
潮
』
で
新
た
に
附
さ
れ
た
ル
ビ
は
、
編
輯
者
（
校
正
者
）
に
拠
る
と
推
定
し
て
間
違
っ
て
は
い
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
難
読
（
見
馴
れ
な
い
漢
字
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
読
む
か
と
い
う
こ
と
が
直
ぐ
に
は
分
か
ら
な
い
漢
字
）
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
漢
字
に
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
例
を
引
い
て
お
く
。
●
心
に
罣
礙
な
し
（
①
枚
目
行
目
）
→
心
に
罣
礙
な
し
（
①
頁
下
⑦
行
目
）
け
い
げ
13
10
11
●
和
尚
さ
ん
の
連
合
は
（
①
枚
目
行
目
）
→
和
尚
さ
ん
の
連
合
は
（
①
頁
下
つ
れ
あ
ひ
13
16
11
行
目
）
12
次
に
引
く
の
は
、
章
節
の
区
切
り
の
統
一
、
章
節
名
の
整
序
や
連
載
に
関
わ
る
表
示
の
例
で
あ
る
。
●
〔
一
行
空
き
〕（
①
５
枚
目
５
行
目
）
→
（
二
）（
①
８
頁
上
４
行
目
）
●
〔
一
行
空
き
〕（
①
枚
目
行
目
）
→
（
三
）（
①
頁
上
９
行
目
）
14
16
12
●―
兼
行
寺
の
池
（
二
）（
②
１
枚
目
４
行
目
）
→―
兼
行
寺
の
池
（
２
）（
②
一
七
頁
頁
２
行
目
）
159
●
〔
な
し
〕（
②
枚
目
８
行
目
）
→
（「
母
屋
の
法
事
」
了
）（
頁
下
行
目
）
22
167
20
●
〔
な
し
〕（
④
枚
目
行
目
）
→
（
つ
づ
く
）（
④
頁
下
行
目
）
13
14
144
25
●
〔
な
し
〕（
⑤
枚
目
行
目
）
→
（
了
）（
⑤
頁
下
行
目
）
11
10
125
11
約
物
に
関
し
て
は
、
一
重
鉤
括
弧
と
二
重
鉤
括
弧
と
の
使
い
分
け
の
例
と
、
慣
行
に
従
っ
て
全
角
ダ
ー
シ
を
二
倍
ダ
ー
シ
に
変
更
し
て
い
る
例
を
挙
げ
て
お
く
。
●
「
松
田
松
太
郎
方
の
、
金
爺
さ
ん
に
金
婆
さ
ん
」
と
村
で
（
①
９
枚
目
行
目
）
18
→
『
松
田
松
五
郎
方
の
、
金
爺
さ
ん
に
金
婆
さ
ん
』
と
、
村
人
た
ち
に
（
①
10
頁
上
５
行
目
～
６
行
目
）
●
転
ぶ
の
で
あ
り
ま
す
』（
①
枚
目
行
目
）
→
転
ぶ
の
で
あ
り
ま
す
」（
①
頁
13
12
11
下
行
目
）
10
●
申
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
と
、
溥
儀
氏
は
「
い
や
、
御
苦
労
で
あ
つ
た
」
と
仰
有
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
④
枚
目
３
行
目
～
５
行
目
）
→
申
上
げ
ま
し
た
と
こ
11
ろ
、
＜溥
儀
執
政
は
『
い
や
、
御
苦
労
で
あ
つ
た
』
と
仰
有
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
④
頁
上
３
行
目
～
５
行
目
）
144
●
「
―
今
日
の
ホ
ト
ケ
さ
ん
は
、（
②
枚
目
行
目
）
→
「―
今
日
の
ホ
ト
ケ
さ
17
12
ん
は
、（
②
頁
上
１
行
目
）
166
以
上
、
二
点
を
補
足
し
た
が
、
一
覧
か
ら
見
て
と
れ
る
の
は
、
自
筆
原
稿
と
初
出
『
新
潮
』
と
の
間
で
は
大
幅
な
改
稿
が
な
さ
れ
ず
、
細
部
の
補
訂
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
単
行
本
収
録
時
の
改
訂
（
新
版
全
集
第
二
十
六
巻
、
東
郷
克
美
「
解
題
」
参
照
）
と
比
べ
る
と
、
そ
の
相
違
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
初
刊
単
行
本
『
海
揚
り
』
で
は
作
中
の
会
話
文
全
体
が
大
き
く
改
訂
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
初
出
『
新
潮
』
最
終
回
末
尾
の
二
十
五
行
ほ
ど
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
操
作
を
著
者
校
正
で
加
え
る
と
、
活
版
印
刷
で
は
再
校
以
降
の
印
刷
所
の
作
業
量
を
著
し
く
増
や
し
て
し
ま
う
し
、
頁
が
動
け
ば
雑
誌
の
誌
面
構
成
も
狂
っ
て
く
る
。
新
た
に
本
文
を
組
む
単
行
本
で
、
初
め
て
可
能
な
本
文
改
訂
で
あ
る
。
初
出
雑
誌
の
著
者
校
正
が
、
そ
の
数
は
多
い
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
に
お
い
て
は
細
部
の
補
訂
に
留
ま
っ
て
い
る
点
を
、
補
足
の
三
つ
目
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。
自
筆
原
稿
か
ら
初
出
雑
誌
に
至
る
本
文
異
同
は
、
編
輯
者
（
校
正
者
）
が
関
わ
っ
た
本
文
異
同
と
、
補
足
の
最
初
に
挙
げ
た
、
表
現
の
洗
練
を
目
的
と
す
る
、
著
者
自
身
の
手
入
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
本
文
異
同
と
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
雑
誌
連
載
（
発
表
）
を
前
提
に
し
た
自
筆
原
稿
の
二
つ
の
側
面
を
よ
く
語
っ
て
い
る
し
、
そ
の
二
つ
の
側
面
の
い
ず
れ
も
が
大
幅
な
異
同
を
生
じ
さ
せ
な
い
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
編
輯
者
に
渡
さ
れ
た
原
稿
が
、
著
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
完
成
原
稿
で
あ
る
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
完
成
原
稿
と
し
て
編
輯
者
に
手
渡
し
た
以
上
、
表
現
の
洗
練
を
意
図
し
た
著
者
に
よ
る
手
入
れ
が
、
せ
い
ぜ
い
補
訂
と
呼
ぶ
の
が
相
応
し
い
程
度
の
小
幅
な
も
の
に
留
ま
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。「
兼
行
寺
の
池
」
の
よ
う
に
月
刊
文
芸
誌
に
連
載
さ
れ
る
場
合
、
著
者
が
手
を
入
れ
よ
う
に
も
、
時
間
の
余
裕
が
そ
れ
ほ
ど
な
い
。
著
者
校
正
の
機
会
は
あ
る
に
は
あ
る
が
、
ま
ず
、
原
稿
を
渡
し
て
か
ら
著
者
校
正
ま
で
の
間
は
二
週
間
も
な
い
。
さ
ら
に
、
著
者
校
正
に
充
て
ら
れ
る
時
間
そ
の
も
の
も
極
め
て
短
い
。つ
ま
り
、著
者
校
正
は
二
重
の
意
味
で
時
日
の
余
裕
が
な
い
の
で
あ
る
。
『
文
芸
』
の
編
輯
者
で
あ
っ
た
寺
田
博
が
、
年
末
は
原
稿
締
切
日
・
校
了
日
と
も
に
一
週
間
は
早
く
な
り
二
月
号
は
年
内
に
校
了
・
下
版
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
（「
文
芸
誌
編
輯
者
覚
え
書
き
」、『
エ
デ
ィ
タ
ー
シ
ッ
プ
』
第
一
巻
、
日
本
編
集
者
学
会
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
五
日
、
六
十
七
頁
～
六
十
八
頁
）、
通
常
は
、
原
稿
締
切
が
表
示
月
号
の
前
々
月
二
十
日
前
後
で
表
示
月
号
の
前
月
七
日
が
発
売
日
で
あ
り
（
九
十
八
頁
）、
入
稿
が
遅
れ
れ
ば
著
者
校
正
に
充
て
ら
れ
る
の
は
一
晩
程
度
の
余
裕
し
か
な
か
っ
た
こ
と
（
六
十
九
頁
）、
著
者
に
よ
っ
て
は
印
刷
工
場
の
校
正
室
で
ゲ
ラ
に
手
を
入
れ
て
い
た
こ
と
（
八
十
頁
）
を
記
し
一
八
頁
て
い
る
。
自
筆
原
稿
の
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
に
応
じ
た
原
稿
整
理
が
行
な
わ
れ
る
前
段
階
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
印
刷
用
原
稿
と
し
て
は
使
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
前
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
編
輯
者
（
校
正
者
）
の
作
業
が
原
稿
整
理
・
組
版
指
定
が
必
須
な
の
だ
が
、
編
輯
者
（
校
正
者
）
の
関
与
が
そ
れ
だ
け
に
留
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
脱
字
・
衍
字
・
誤
字
な
ど
の
補
訂
以
下
、
最
初
の
精
読
者
で
あ
る
編
輯
者
（
校
正
者
）
の
点
検
・
整
理
を
経
て
、
自
筆
原
稿
の
不
整
合
・
不
統
一
が
整
序
・
統
一
さ
れ
る
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
編
輯
者
（
校
正
者
）
は
、
こ
の
二
種
類
の
仕
事
を
す
る
わ
け
だ
が
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
作
業
の
性
格
か
ら
し
て
、
自
筆
原
稿
そ
の
も
の
を
大
き
く
改
変
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
文
の
補
訂
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
作
業
を
経
て
、
よ
う
や
く
実
際
の
誌
面
が
出
来
上
が
る
。「
兼
行
寺
の
池
」
の
場
合
、
自
筆
原
稿
よ
り
も
、
こ
れ
ら
の
作
業
の
結
果
と
し
て
作
成
さ
れ
た
初
出
本
文
の
方
が
整
理
・
統
一
さ
れ
、
よ
り
完
成
度
が
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
一
覧
か
ら
読
み
取
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
自
筆
原
稿
本
文
は
、
原
稿
整
理
・
著
者
校
正
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
、
初
出
本
文
と
い
う
一
応
の
完
成
の
段
階
に
至
る
。―
こ
の
よ
う
な
事
例
の
一
つ
は
提
出
で
き
た
と
思
う
。
「
兼
行
寺
の
池
」
の
例
か
ら
は
、
自
筆
原
稿
よ
り
も
初
出
雑
誌
本
文
に
信
を
置
き
た
く
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
反
す
る
例
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
一
時
期
の
新
聞
掲
載
作
品
に
は
、
社
外
原
稿
で
さ
え
も
各
社
の
用
語
方
針
に
よ
っ
て
表
記
が
整
理
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
掲
載
紙
面
の
都
合
で
本
文
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
通
信
社
や
三
社
連
合
を
介
し
て
掲
載
さ
れ
た
作
品
本
文
を
検
証
す
れ
ば
、
具
体
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
容
易
だ
（
拙
稿「
本
文
批
評
の
方
法
」、『
別
冊
国
文
学
』第
五
一
号
、一
九
九
八
年
七
月
十
日
、参
照
）。
「
兼
行
寺
の
池
」
を
掲
載
し
た
『
新
潮
』
誌
の
編
輯
者
（
校
正
者
）・
印
刷
担
当
者
の
作
業
能
力
は
高
く
、
綿
密
な
仕
事
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
昭
和
期
全
般
の
文
芸
誌
あ
る
い
は
総
合
雑
誌
に
ま
で
敷
衍
で
き
る
の
か
。
こ
の
一
覧
で
は
一
つ
の
事
例
を
見
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
安
易
に
普
遍
化
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
必
要
な
の
は
、
個
別
の
具
体
的
な
検
証
を
積
み
重
ね
て
行
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
